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「大好きなおかしに囲まれて～世界のパティシエ～」東京都・角
つの

皆
がい

詩
し

乃
の

さん

第
45
回 

全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

グ
ラ
ビ
ア
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ル
ポ
、
入
賞
者
一
覧
、

「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
！

特

集

特
別
企
画

座
談
会
第
１
部

働
く
障
害
社
員
の
リ
ア
ル
な
声
を
聞
く



第45回全国アビリンピック　開会式
競技に向けたオリエンテーションに臨む選手たち

客席では選手がケミカルライトを掲げ、会場一体となって選手宣誓を行った

会場となった「愛知県国際展示場」（Aichi Sky Expo）入賞者に贈られる金・銀・銅・努力賞のメダル

MPLUSPLUS DANCERS（エムプラスプラスダンサーズ）によるパフォーマンス 開会式は第63回技能五輪全国大会と合同で開催された

県旗を振る佐賀県代表の赤
あか

田
だ

成
じょう

亮
すけ

さん アビリンピック大会旗を大会名誉会長に手渡す、愛知県代表の古
こ

村
むら

春
はる

奈
な

さん

技能五輪の選手とともに選手宣誓を行う、愛知県代表の髙
たか

橋
はし

詩
し

織
おり

さん（右側手前）

全国アビリンピック
2025（令和7）年 10月17日（金）～19日（日） 写真：官野貴・岩尾克治

第45回



「電子機器組立」

「洋裁」

「データベース」

「写真撮影」

「ホームページ」

「木工」



「喫茶サービス」

「表計算」

「ネイル施術」「ビルクリーニング」

「フラワーアレンジメント」

「製品パッキング」 「縫製」



障害者と雇用

「働く広場」は、
障害者雇用の啓発・広
報を目的として、ルポ
ルタージュやグラビア
など写真を多く用いて、
障害者雇用の現場とそ
の魅力をわかりやすく
お伝えします。

◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。
�（https://www.jeed.go.jp/disability/data/works/index.html）

2026年 2月号

目次
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エ ッ セ イ
ITが切り開く、視覚障害者の新しい可能性
最終回　AI時代の新たな役割革命～障害者雇用と「協働」の未来図～
株式会社ふくろうアシスト 代表取締役　河和 旦

19

特 別 企 画
座談会第1部
働く障害社員のリアルな声を聞く

20

省 庁 だ よ り
農福連携の推進について
農林水産省 農村振興局 都市農村交流課

26

※�「心のアート」、「この人を訪ねて／私のひとこと」、「クローズアップ」、「研究開発レポート」、「編集委員が行く」、「編集委
員のひとこと」は休載します

JEEDインフォメーション
第33回職業リハビリテーション研究・実践発表会 オンデマンド配信中／
事業主のみなさまへ　令和８年度「障害者雇用納付金」申告および「障害者雇用調整金」
等申請のお知らせ／国立職業リハビリテーションセンター 国立吉備高原職業リハビリ
テーションセンター 訓練生募集のお知らせ

16

第45回 全国アビリンピック
障害のある人たちが日ごろつちかった技能を互いに競い合うことにより、その職業能力の向上を図るとともに、
企業や社会一般の人々に障害のある人に対する理解と認識を深めてもらい、雇用の促進を図ることを目的とした
「第45回 全国アビリンピック」が、2025（令和7）年10月17日（金）〜19日（日）に、愛知県で開催されました。
その模様をお届けします。

特 集

入 賞 者 一 覧
12

アビリンピックルポ
4

文：豊浦美紀／写真：官野 貴・岩尾克治

グ　ラ　ビ　ア
写真：官野 貴・岩尾克治

巻頭・巻末

「アビリンピック」についてご紹介！
14

「大好きなお菓子をつくって、みんなを笑顔にするパティシエになりたい。こんなパティシエにな
れるといいなと思って描きました。たくさんのお菓子に色をぬり描いたのでたいへんでしたが、自
分の周りに大好きなお菓子を描けたことがよかったです。今回の受賞で初めて賞状がもらえたので、
さらに絵を描くことが好きになりました」

（令和７年度 障害者雇用支援月間絵画コンテスト 小学生の部　高齢・障害・求職者雇用支援機構理事長奨励賞）

表紙絵の説明

JEEDメールマガジン登録受付中！

掲示板・次号予告
30

ご案内　障害者雇用の月刊誌「働く広場」がデジタルブックでいつでもお読みいただけます！

ニュースファイル
28



開
会
式

　

開
会
式
は
、
前
回
に
引
き
続
き
第
63
回
技
能

五
輪
全
国
大
会
と
の
合
同
開
催
と
な
っ
た
。
大お
お

村む
ら

秀ひ
で

章あ
き

愛
知
県
知
事
の
大
会
名
誉
会
長
挨
拶
の

あ
と
、
主
催
者
挨
拶
と
し
て
山や
ま

田だ

雅ま
さ

彦ひ
こ

厚
生
労

働
審
議
官
に
よ
る
福ふ
く

岡お
か

資た
か

麿ま
ろ

厚
生
労
働
大
臣（
開

催
当
時
）
の
祝
辞
代
読
に
続
き
、
大
会
会
長
と

し
て
当
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）
の
輪わ

島じ
ま

忍し
の
ぶ

理
事
長

が
登
壇
。「
第
11
回
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ヘ

ル
シ
ン
キ
大
会
の
派
遣
選
手
選
考
会
を
兼
ね
た

今
大
会
は
、
洋
裁
ほ
か
15
競
技
種
目
に
お
い
て

第
41
回
か
ら
第
44
回
ま
で
の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
優
勝
者
と
第
10
回
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
入
賞
者
を
招
へ
い
し
て
お
り
、
い
っ
そ
う
ハ

イ
レ
ベ
ル
で
熱
意
あ
ふ
れ
る
競
技
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『W

e can. W
e belong. N

o 
lim

its.

（
私
た
ち
は
で
き
る
。
私
た
ち
は
こ
こ

に
い
る
。
限
界
は
な
い
）』
で
す
。
選
手
の
み
な

さ
ん
は
誇
り
を
胸
に
、
こ
れ
ま
で
磨
き
上
げ
て

き
た
技
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
激
励
し
た
。
ま
た
石い
し

破ば

茂し
げ
る

内
閣
総
理
大

臣
（
開
催
当
時
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た

10
月
17
日（
金
）

競
技
紹
介

選
手
・
関
係
者
の
声

●
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
／
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
／�

�

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
／
製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

　
「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
対
象
）
は
、
事
務
室
に
多
い
カ
ー
ペ
ッ
ト
床

清
掃
（
７
分
）（
※
）
と
、
水
回
り
の
床
（
ト
イ
レ
・

給
湯
室
）
で
使
用
さ
れ
る
弾
性
床
清
掃
・
机
上

清
掃
（
10
分
）
の
２
課
題
。
資
機
材
の
使
用
方

法
や
マ
ナ
ー
、
安
全
に
留
意
し
た
作
業
も
ポ
イ
ン

ト
だ
。
上こ

良ろ

侑ゆ
う

乃の

介す
け

さ
ん
（
福
井
県
）
は
、
入

社
半
年
に
な
る
特
例
子
会
社
で
清
掃
な
ど
を
担

当
。
一
つ
め
の
課
題
競
技
を
終
え
て
「
キ
ビ
キ

ビ
と
動
き
、
ご
み
が
残
ら
な
い
よ
う
心
が
け
ま

し
た
」
と
ふ
り
返
っ
た
。
同
行
の
上
司
は
「
練

習
は
同
僚
と
２
人
で
評
価
し
合
い
な
が
ら
切
磋

琢
磨
し
、
と
も
に
す
ば
ら
し
く
成
長
し
ま
し
た
」

と
教
え
て
く
れ
た
。
そ
の
同
僚
は
今
回
出
場
を

逃
し
た
が
、
一
緒
に
応
援
し
な
が
ら
再
挑
戦
を

誓
っ
て
い
た
。

　

模
擬
喫
茶
店
で
の
「
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

３
～
４
人
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
接
客
サ
ー
ビ
ス

を
２
回
以
上
行
う（
１
グ
ル
ー
プ
合
計
約
60
分
）。

10
月
18
日（
土
）

　「第45回全国障害者技能競技大会」（全国アビリンピック）が2025（令和７）年10月17日（金）～ 19日（日）、
愛知県常

とこ
滑
なめ

市の愛知県国際展示場（Aichi Sky Expo）で開催された。今回は2027年５月にフィンランド（ヘ
ルシンキ）で開催が予定されている、第11回国際アビリンピック派遣選手選考会も兼ねており、日本全国
から集まった招へい選手39人を含む440人の選手が、技能競技25種目で磨き上げてきた技能を披露した。

厚
生
労
働
省
の
宮み

や

本も
と

悦え
つ

子こ

人
材
開
発
統
括
官
は

「
こ
れ
ま
で
の
技
能
修
練
で
つ
ち
か
っ
た
高
度
な

技
術
を
競
い
合
い
、互
い
に
研
さ
ん
を
積
む
姿
は
、

わ
が
国
の
成
長
と
未
来
を
支
え
る
原
動
力
と
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
伝
え
た
。

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
旗
入
場
で
は
、「
縫
製
」

種
目
に
出
場
す
る
古こ

村む
ら

春は
る

奈な

さ
ん
（
愛
知
県
）

が
旗
手
を
務
め
、
各
都
道
府
県
の
選
手
団
旗
手

が
常
滑
市
立
三み

和わ

小
学
校
の
児
童
の
エ
ス
コ
ー

ト
で
入
場
し
た
。
そ
の
後
、
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｌ

Ｕ
Ｓ 

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
エ
ム
プ
ラ
ス
プ
ラ
ス

ダ
ン
サ
ー
ズ
）に
よ
る「
光
の
フ
ラ
ッ
グ
」パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
会
場
を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、
愛
知
県

出
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
村む
ら

上か
み

佳か

菜な

子こ

さ
ん
や
プ
ロ
車
い
す
テ
ニ
ス
選
手
の
小お

田だ

凱と
き

人と

さ
ん
、
駐
日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
披
露
さ
れ
た
。

　

選
手
宣
誓
は
、「
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
」

種
目
に
出
場
す
る
髙た
か

橋は
し

詩し

織お
り

さ
ん（
愛
知
県
）が
、

技
能
五
輪
の
選
手
と
と
も
に
「
わ
れ
わ
れ
選
手

一
同
は
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

へ
の
感
謝
を
胸
に
、
日
ご
ろ
磨
い
て
き
た
訓
練

の
成
果
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
私
た
ち
が
目
標

と
し
て
き
た
全
国
大
会
と
い
う
か
け
が
え
の
な

い
舞
台
で
、
正
々
堂
々
と
競
技
に
臨
む
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
表
明
し
た
。

文：豊浦美紀／写真：官野 貴・岩尾克治

第45回 全国アビリンピック第45回 全国アビリンピック特 集特 集

会場となった「愛知県国際展示場
（Aichi Sky Expo）」

髙橋詩織さん（手前）が技能五輪の選手とともに
選手宣誓を行った

石破茂内閣総理大臣（開催当時）の
メッセージを代読する厚生労働省の

宮本悦子人材開発統括官

「ビルクリーニング」
上良侑乃介さん（福井県）

大村秀章愛知県知事による挨拶

輪島忍JEED理事長による挨拶

古村春奈さん（右）がアビリンピック大会旗の
旗手を務めた

10月
17～19日

働く広場  2026.2働く広場  2026.25 4



（
60
分
）
の
二
つ
。
無
駄
の
な
い
作
業
や
正
確
さ

な
ど
各
課
題
に
合
わ
せ
た
工
夫
や
改
善
も
必
要

だ
。
山や
ま

本も
と

愛ま
な

斗と

さ
ん
（
鳥
取
県
）
は
、
入
社
４

年
目
と
い
う
大
手
運
送
会
社
で
荷
物
の
受
付
業

務
な
ど
を
任
さ
れ
、こ
の
日
も
会
社
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
姿
で
競
技
に
臨
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
全
国
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
賞
を
２
回
獲
得
し
て
い
る
山

本
さ
ん
は
「
ス
ピ
ー
ド
と
で
き
あ
が
り
の
品
質

に
気
を
つ
け
て
、
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
職
場

の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
も
金
賞
を
取
り
た
い
で
す
」

と
意
気
込
ん
で
い
た
。
高
レ
ベ
ル
の
競
い
合
い

の
末
、
山
本
さ
ん
は
銅
賞
を
受
賞
し
た
。

●
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
／
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
／

パ
ソ
コ
ン
操
作
／
表
計
算

　
「
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
対
象
）
の
課
題
は
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
作
成
見
本
と
作
業
指
示
書
を
見
な
が
ら
和
文

文
書
（
80
分
）
と
英
文
文
書
（
60
分
）
を
完
成

さ
せ
る
。
各
種
機
能
を
活
用
し
た
ス
キ
ル
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
。
競
技
前
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
入
念
に
準
備
作
業
を
し
て
い
た
様

子
の
武た
け

村む
ら

俊と
し

明あ
き

さ
ん
（
大
阪
府
）
は
、
大
手
保

険
会
社
の
特
例
子
会
社
で
事
務
代
行
業
務
な
ど

を
担
当
し
て
約
10
年
に
な
る
そ
う
で
、
２
０
１

６
（
平
成
28
）
年
の
第
36
回
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
山
形
大
会
で
は
金
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。
同

行
し
て
い
た
上
司
は
、「
本
人
は
、
以
前
よ
り
も

ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
て
い
る
と
嘆
い
て
い
ま
し
た
が
、

国
際
大
会
出
場
を
目
ざ
し
て
練
習
し
て
き
た
よ

う
で
す
」
と
話
し
て
い
た
が
、
見
事
２
度
目
の

金
賞
に
輝
い
た
。

　

知
的
障
害
の
あ
る
選
手
が
参
加
す
る
「
パ
ソ

コ
ン
デ
ー
タ
入
力
」
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
入
力
、

文
書
修
正
、
帳
票
等
作
成
の
３
課
題
（
約
２
時

競
技
紹
介

選
手
・
関
係
者
の
声

●
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
／
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
／�

�

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
／
製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

　
「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
対
象
）
は
、
事
務
室
に
多
い
カ
ー
ペ
ッ
ト
床

清
掃
（
７
分
）（
※
）
と
、
水
回
り
の
床
（
ト
イ
レ
・

給
湯
室
）
で
使
用
さ
れ
る
弾
性
床
清
掃
・
机
上

清
掃
（
10
分
）
の
２
課
題
。
資
機
材
の
使
用
方

法
や
マ
ナ
ー
、
安
全
に
留
意
し
た
作
業
も
ポ
イ
ン

ト
だ
。
上こ

良ろ

侑ゆ
う

乃の

介す
け

さ
ん
（
福
井
県
）
は
、
入

社
半
年
に
な
る
特
例
子
会
社
で
清
掃
な
ど
を
担

当
。
一
つ
め
の
課
題
競
技
を
終
え
て
「
キ
ビ
キ

ビ
と
動
き
、
ご
み
が
残
ら
な
い
よ
う
心
が
け
ま

し
た
」
と
ふ
り
返
っ
た
。
同
行
の
上
司
は
「
練

習
は
同
僚
と
２
人
で
評
価
し
合
い
な
が
ら
切
磋

琢
磨
し
、
と
も
に
す
ば
ら
し
く
成
長
し
ま
し
た
」

と
教
え
て
く
れ
た
。
そ
の
同
僚
は
今
回
出
場
を

逃
し
た
が
、
一
緒
に
応
援
し
な
が
ら
再
挑
戦
を

誓
っ
て
い
た
。

　

模
擬
喫
茶
店
で
の
「
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

３
～
４
人
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
接
客
サ
ー
ビ
ス

を
２
回
以
上
行
う（
１
グ
ル
ー
プ
合
計
約
60
分
）。

10
月
18
日（
土
）

身
だ
し
な
み
や
基
本
的
な
労
働
習
慣
、
客
の
目

線
に
立
っ
た
ス
ム
ー
ズ
な
業
務
、ほ
か
の
メ
ン
バ
ー

と
の
連
携
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。井い

田だ

舞ま
い

さ
ん（
北

海
道
）
は
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

で
介
護
な
ど
の
業
務
を
任
さ
れ
て
い
る
。
全
国

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
仕

事
の
あ
と
に
母
校
の
特
別
支
援
学
校
に
通
い
特

訓
し
て
き
た
と
い
う
。「
こ
こ
に
来
ら
れ
た
だ
け

で
う
れ
し
い
で
す
。
周
囲
と
の
連
携
や
笑
顔
で

の
対
応
な
ど
、
仕
事
で
も
活
か
し
て
い
き
ま
す
」

と
充
実
し
た
表
情
で
語
っ
て
い
た
。

　
「
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
は
配
布
物
の

準
備
（
15
分
）、
発
送
書
類
の
封
入
（
30
分
）、

封
筒
の
仕
分
け（
20
分
）の
３
課
題
。ス
ピ
ー
デ
ィ

か
つ
正
確
な
作
業
と
と
も
に
仕
分
け
時
の
集
中

力
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
全
国
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銅
賞
受
賞
経
験
の
あ
る
苫と
ま

米べ

地ち

直な
お

樹き

さ
ん
（
福
島
県
）
は
、
銀
行
の
特
例
子
会

社
で
発
送
業
務
な
ど
を
担
当
し
、
勤
続
14
年
目
。

「
職
場
で
は
練
習
時
間
を
確
保
し
て
も
ら
い
、
折

り
の
正
確
性
や
速
さ
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
特
訓

し
て
き
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
「
製
品
パ
ッ
キ
ン
グ
」
の
課
題
は
、
商
品
を

梱
包
す
る
た
め
の
箱
や
緩
衝
材
の
組
立
・
結
束

25
セ
ッ
ト（
５
束
）（
30
分
）、
小
箱
・
中
箱
・
化

粧
箱
・
外
箱
の
組
立
・
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
４
梱
包

※　�課題内容の後の（　）内の時間は、競技時間をさします

「オフィスアシスタント」
苫米地直樹さん（福島県）

「製品パッキング」銅賞
山本愛斗さん（鳥取県）

「ワード・プロセッサ」金賞
武村俊明さん（大阪府）

「ビルクリーニング」
上良侑乃介さん（福井県）

「喫茶サービス」
井田舞さん（北海道）

「パソコンデータ入力」
フイデム・ケヌさん（静岡県）
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も
ら
い
、
い
ま
で
は
チ
ラ
シ
作
成
な
ど
を
担
当

し
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
。
文
字
の

フ
ォ
ン
ト
が
大
好
き
だ
と
い
う
山
﨑
さ
ん
は
「
速

く
き
れ
い
に
仕
上
げ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

　
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

対
象
）
の
課
題
は
、
学
校
に
お
け
る
「
卒
業
試

験
合
否
判
定
シ
ス
テ
ム
」
を
10
の
課
題
に
沿
っ

て
作
成
す
る
と
い
う
も
の
（
３
時
間
）。
シ
ス
テ

ム
の
デ
ー
タ
構
造
を
理
解
し
、
そ
の
流
れ
に
基

づ
い
て
仕
組
み
を
つ
く
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
技
能
が
必
要
と
さ
れ
る
。小こ

木ぎ

曽そ

圭け
い

さ
ん

（
愛
知
県
）
は
、
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
特

例
子
会
社
に
入
社
し
て
５
年
目
。
以
前
、
表
計

算
種
目
で
も
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

て
い
る
。
職
場
で
は
書
類
の
電
子
化
作
業
を
担

当
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ソ
フ
ト
を
使
う
こ
と

も
あ
る
た
め
種
目
を
変
え
て
の
再
挑
戦
だ
。「
こ

の
大
会
で
の
経
験
を
仕
事
に
も
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
。

　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

対
象
）
の
課
題
は
、「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
と
当
日
発
表
さ
れ
た
要
件

（
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
追
加
等
）に
し
た
が
っ
た
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
の
作
成
（
４
時
間
30
分
）。
作
成
技
術

の
ほ
か
情
報
設
計
、独
創
性
、ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

な
ど
に
関
す
る
知
識
が
広
く
求
め
ら
れ
る
。
競

技
終
了
後
は
、選
手
同
士
で
作
品
を
講
評
し
合
っ

て
い
た
。
薮や
ぶ

内う
ち

貫か
ん

二じ

さ
ん
（
福
岡
県
）
は
、「
今

回
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
え
た
の
で
、
か
な
り
助
け

を
借
り
て
作
成
で
き
ま
し
た
。
ほ
か
の
み
な
さ
ん

の
作
品
も
す
ば
ら
し
く
て
勉
強
に
な
り
ま
す
。

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
る
だ
け
で
自
分
の
能
力

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
満
足
そ
う
だ
っ
た
。

間
30
分
）
で
、
集
中
力
や
持
続
力
、
タ
ッ
チ
タ

イ
ピ
ン
グ
の
技
能
が
発
揮
さ
れ
る
。
フ
イ
デ
ム
・

ケ
ヌ
さ
ん
（
静
岡
県
）
は
、
大
手
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
の
工
場
で
消
毒
作
業
や
廃
棄
物
回
収
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
特
別

支
援
学
校
に
通
っ
て
い
た
と
き
に
先
生
か
ら
す

す
め
ら
れ
て
挑
戦
を
始
め
た
そ
う
で
、
全
国
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
初
出
場
だ
。
上
司
は
「
事
務

系
の
仕
事
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
た
ら

と
思
っ
て
い
る
の
で
、こ
の
競
技
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
の
場
と
し
て
最
適
で
す
」
と
話
し
て
い
た
。

フ
イ
デ
ム
さ
ん
も
「
自
宅
練
習
で
ス
キ
ル
を
磨

い
て
き
ま
し
た
。
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

自
分
が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
の
挑
戦
で
す
」
と

意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

　

視
覚
障
害
の
あ
る
選
手
が
対
象
の「
パ
ソ
コ
ン

操
作
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
入
手
し

た
情
報
の
入
力
・
作
成
を
は
じ
め
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
や
表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い
た
資

料
作
成
や
デ
ー
タ
加
工
な
ど
の
４
課
題
（
90
分
）。

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
情
報
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
や
拡

大
読
書
器
等
の
支
援
機
器
を
活
用
し
な
が
ら
パ

ソ
コ
ン
操
作
技
能
を
競
う
。
原は
ら

真ま

波な
み

さ
ん
（
東

京
都
）
は
、
大
手
非
鉄
金
属
メ
ー
カ
ー
に
勤
め

な
が
ら
６
回
目
の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

で
、
職
場
で
は
指
導
員
の
立
場
だ
と
い
う
。
競

技
後
、「
支
援
機
器
の
性
能
や
パ
ソ
コ
ン
機
能
の

向
上
と
と
も
に
、
視
覚
障
害
者
の
職
域
も
ど
ん

ど
ん
広
が
っ
て
い
る
だ
け
に
、
競
技
の
課
題
も

幅
広
く
な
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
た
原
さ
ん
は
、

念
願
の
金
賞
に
輝
い
た
。

　
「
表
計
算
」
は
、
表
の
装
飾
・
編
集
、
関
数

式
に
よ
る
表
の
完
成
、
デ
ー
タ
処
理
、
グ
ラ
フ

作
成
を
行
う
（
75
分
）。
ど
の
順
番
で
取
り
組
ん

で
も
よ
く
、
い
か
に
正
確
に
効
率
よ
く
表
や
グ

ラ
フ
の
作
成
・
編
集
な
ど
を
行
え
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
だ
。
小お

倉ぐ
ら

佳よ
し

浩ひ
ろ

さ
ん
（
徳
島
県
）
は
、
高
校

時
代
か
ら
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
学
び
、
現
在
勤
務

す
る
情
報
関
連
会
社
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
作

成
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
表
計
算
種
目
で
３
回

目
の
全
国
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
だ
そ
う
で
「
で

き
れ
ば
入
賞
し
た
い
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
の
集

大
成
だ
と
思
っ
て
練
習
し
て
き
ま
し
た
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
い
た
小
倉
さ
ん
は
、
銅
賞
入

賞
と
健
闘
し
た
。

●
Ｄ
Ｔ
Ｐ
／
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　
「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
象
）

の
課
題
は
「『
日
本
酒
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
』
の

日
本
酒
ラ
ベ
ル
と
告
知
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
」

（
３
時
間
30
分
）。
Ｄ
Ｔ
Ｐ
に
関
す
る
オ
ー
ル
マ

イ
テ
ィ
な
知
識
が
求
め
ら
れ
る
ほ
か
、
国
際
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩

と
と
も
に
高
度
な
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
重
視
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
山や
ま

﨑ざ
き

菜な

津つ

子こ

さ
ん

（
栃
木
県
）
は
、
デ
ザ
イ
ン
会
社
が
運
営
す
る
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
に
６
年
前
か
ら
通
い
、

自
分
の
希
望
で
Ｄ
Ｔ
Ｐ
を
一
か
ら
学
ん
だ
そ
う

だ
。同
行
し
て
い
た
支
援
担
当
者
に
よ
る
と
、「
彼

女
の
特
性
に
合
わ
せ
た
教
育
用
動
画
で
学
ん
で

「データベース」
小木曽圭さん（愛知県）

「DTP」
山﨑菜津子さん（栃木県）

「表計算」銅賞
小倉佳浩さん（徳島県）

「コンピュータプログラミング」
中村涼介さん（岐阜県）

「パソコン操作」金賞
原真波さん（東京都）

「ホームページ」
藪内貫二さん（福岡県）
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Ｄ
コ
ー
ス
で
訓
練
中
。
同
行
し
て
い
た
職
業
訓

練
指
導
員
に
よ
る
と
「
最
初
か
ら
勉
強
し
、
は
ん

だ
付
け
の
実
習
か
ら
半
年
ほ
ど
で
県
大
会
を
勝

ち
抜
き
ま
し
た
。
彼
の
長
所
は
ま
じ
め
に
何
で

も
突
き
詰
め
て
取
り
組
む
と
こ
ろ
で
す
」
と
の

こ
と
だ
。
山
下
さ
ん
は
「
も
の
づ
く
り
に
興
味

が
あ
り
、
一
か
ら
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
個

別
指
導
の
お
か
げ
で
、
企
業
研
修
も
経
験
し
、

内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
競
技
経
験

も
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
答
え
て
く
れ
た
。

　
「
パ
ソ
コ
ン
組
立
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

対
象
）
は
、デ
ス
ク
ト
ッ
プ
型
パ
ソ
コ
ン
の
部
品

の
選
定
、交
換
ま
た
は
新
設
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
っ
た
う
え
で
中
身
を
組
み
立
て
直
し
、ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
設
定
を
行
う（
４

時
間
）。
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
両

面
か
ら
作
業
を
行
い
、完
成
度
・
的
確
さ
や
正

常
に
動
作
す
る
か
を
競
う
。
三み
や
け宅

勝か
つ

己み

さ
ん（
神

奈
川
県
）は
、シ
ス
テ
ム
開
発
企
業
の
特
例
子
会

社
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
の
業
務
を
担
当
し
、

こ
れ
ま
で
銀
賞
な
ど
を
獲
得
し
て
い
る
。
三
宅

さ
ん
は
昼
休
憩
中
に
「
今
回
も
ね
じ
回
し
に
手

こ
ず
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で
く
じ
け
ず
楽
し
く

終
わ
ら
せ
た
い
と
思
い
ま
す
」。
ま
た
、元
同
僚

で
招
へ
い
選
手
の
舘た
て

野の

裕ゆ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん（
神
奈
川

県
）は
「
競
技
の
難
易
度
が
上
が
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
が
、国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

目
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

●�

歯
科
技
工
／
義
肢
／
家
具
／
木
工

　
「
歯
科
技
工
」
の
課
題
は
、
上
顎
と
下
顎
の

全
歯
を
失
っ
た
患
者
の
た
め
に
歯
ぐ
き
を
お
お

う
「
上
下
ろ
う
義
歯
」
の
製
作
（
５
時
間
）。

既
製
の
模
型
を
使
い
、
か
み
合
わ
せ
を
再
現
で

き
る
よ
う
人
工
の
歯
を
並
べ
、
歯
科
用
ワ
ッ
ク

　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」（
国
際

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
象
）
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
動

き
を
指
示
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
動
き

の
指
示
の
し
や
す
さ
や
動
作
確
認
機
能
な
ど
に

加
え
、
ロ
ボ
ッ
ト
動
作
の
正
確
さ
・
速
さ
の
優

劣
を
競
う
（
６
時
間
）。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
や
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
総
合
的
な
技
量
が

試
さ
れ
る
。
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
に
勤
め
る
中な
か

村む
ら

涼り
ょ
う

介す
け

さ
ん
（
岐
阜
県
）
は
、
取
引
先
の
大
学

の
先
生
か
ら
す
す
め
ら
れ
て
の
初
出
場
。
日
ご

ろ
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
を
任
さ
れ
て
い
る
が
、

「
職
場
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
業
務
も
行
っ
て

い
る
の
で
、
役
に
立
つ
だ
ろ
う
と
思
い
挑
戦
し

ま
し
た
」
と
い
う
。
競
技
後
「
な
ん
と
か
仕
上

が
り
ま
し
た
が
、
時
間
足
ら
ず
な
部
分
も
あ
っ

た
の
で
、
リ
ベ
ン
ジ
し
ま
す
」
と
誓
っ
て
い
た
。

●
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
／�

�

電
子
機
器
組
立
／
パ
ソ
コ
ン
組
立

　
「
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対

象
）
は
、
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
先
端
に
装
着
す
る
三
爪
ハ
ン
ド
の

「
部
品
図
と
組
立
図
」、「
組
立
図
と
立
体
分
解
図
」

を
作
成
す
る
（
３
時
間
10
分
）。
指
示
事
項
を

正
確
に
把
握
し
、
課
題
図
面
を
読
図
し
て
正
し

く
図
形
を
描
き
、
設
計
に
意
図
さ
れ
た
事
項
の

寸
法
記
入
法
、
幾
何
公
差
、
表
面
性
状
な
ど
規

格
に
沿
っ
て
記
入
で
き
る
こ
と
、
課
題
の
機
能

を
理
解
し
て
モ
デ
リ
ン
グ
が
で
き
る
こ
と
な
ど

が
要
求
さ
れ
る
。
今
回
は
残
念
な
が
ら
入
賞
者

は
い
な
か
っ
た
。

　
「
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
は
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
用
い
て
、

小
規
模
な
２
階
建
て
学
生
寮
を
目
的
と
し
た
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
ビ
ル
の
図
面
（
縮

尺
１
／
１
０
０
の
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
）

を
Ａ
３
用
紙
２
枚
の
図
面
に
仕
上
げ
る
（
３
時

間
30
分
）。
出
場
者
は
木き

村む
ら

信の
ぶ

隆た
か

さ
ん（
千
葉
県
）

１
人
だ
け
だ
っ
た
。
大
手
化
学
関
連
企
業
に
勤

務
す
る
木
村
さ
ん
は
前
回
の
第
10
回
国
際
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
種
目
で
出
場
し

て
お
り
、「
今
回
は
仕
事
で
も
同
じ
ソ
フ
ト
を
使
っ

て
い
る
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

で
も
練
習
不
足
で
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た

ね
」
と
語
り
な
が
ら
、
競
技
後
は
審
査
員
ら
に

熱
心
に
質
問
し
て
い
た
。

　
「
電
子
機
器
組
立
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

対
象
）
の
課
題
は
、「
省
エ
ネ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

の
組
立
」（
４
時
間
）。
組
立
作
業
の
中
心
で
あ

る
「
は
ん
だ
付
け
」
作
業
が
、
機
器
の
信
頼
性

に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
山や
ま

下し
た

航こ
う

平へ
い

さ
ん
（
埼
玉
県
）
は
、
２
０
２
４
年
12
月

か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
が
運
営
す
る
国
立
職
業
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
電
子
技
術
・
Ｃ
Ａ

「データベース」
小木曽圭さん（愛知県）

「コンピュータプログラミング」
中村涼介さん（岐阜県）

「電子機器組立」
山下航平さん（埼玉県）

「パソコン組立」
三宅勝己さん（神奈川県）

「パソコン組立」
舘野裕太郎さん（神奈川県）

「歯科技工」
髙梨理来さん（東京都）

「建築CAD」
木村信隆さん（千葉県）
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と
板
の
接
合
」、「
角
材
と
角
材
の
接
合
」が
ポ
イ
ン

ト
。
の
こ
ぎ
り
、
の
み
、
か
ん
な
な
ど
の
手
工

具
や
木
工
機
械
を
使
用
し
て
、
図
面
に
基
づ
き

正
確
で
見
栄
え
の
よ
い
作
品
を
つ
く
る
。
全
国

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
は
３
回
目
と
い
う
田た

中な
か

匠し
ょ
う

貴き

さ
ん
（
長
崎
県
）
は
、
船
舶
装
備
会
社
で

船
内
向
け
の
ベ
ッ
ド
や
カ
ウ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ

て
い
る
そ
う
だ
。
競
技
後
、「
５
枚
組
の
接
ぎ
を

外
し
た
と
き
に
割
れ
が
み
つ
か
っ
た
が
、
新
し

い
も
の
に
交
換
し
て
完
成
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

と
伝
え
て
く
れ
た
田
中
さ
ん
は
、
結
果
も
こ
れ

ま
で
の
銅
賞
か
ら
銀
賞
へ
と
躍
進
し
た
。

　

知
的
障
害
の
あ
る
選
手
が
参
加
す
る
「
木
工
」

（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
象
）
の
課
題
は
、

「
蓋ふ
た

付
き
木
箱
」
の
製
作
（
５
時
間
）。
家
具
種

目
と
同
様
に
手
工
具
を
使
い
、
機
械
作
業
で
は

で
き
な
い
よ
う
な
洗
練
さ
れ
た
製
品
を
つ
く
り

出
す
。
加
工
精
度
や
作
業
時
間
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

高
等
養
護
学
校
３
年
の
川か
わ

畑ば
た

曜て
る

伎き

さ
ん
（
滋
賀

県
）
は
、
専
門
教
科
（
工
業
）
で
木
工
を
学
び
、

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
挑
戦
で
の
全
国
大
会
。「
蟻あ
り

組ぐ
み

と
い
う
特
殊
な
伝
統
技
法
で
板
を
斜
め
に

切
っ
て
接
合
す
る
の
が
む
ず
か
し
い
の
で
す
が
、

今
日
は
す
き
間
な
く
完
成
で
き
ま
し
た
」
と
手

応
え
を
語
っ
た
川
畑
さ
ん
は
、
す
で
に
大
手
精

密
機
器
メ
ー
カ
ー
か
ら
内
定
を
も
ら
っ
て
い
る

と
い
う
。「
同
じ
も
の
づ
く
り
の
職
場
な
の
で
、

こ
の
競
技
経
験
も
活
か
し
た
い
」
と
い
う
川
畑

さ
ん
は
、
銀
賞
を
獲
得
し
た
。

●
洋
裁
／
縫
製
／
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
／

ネ
イ
ル
施
術
／
写
真
撮
影

　
「
洋
裁
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
象
）
の

課
題
は
、
薄
手
ウ
ー
ル
を
使
用
し
た
オ
ー
ダ
ー

仕
立
て
の
オ
ー
バ
ー
ブ
ラ
ウ
ス
の
製
作（
６
時
間
）。

ス
で
歯
ぐ
き
を
自
然
な
形
に
回
復
さ
せ
る
。
精

密
な
手
作
業
と
細
や
か
な
調
整
は
、
歯
科
技
工

士
と
し
て
の
高
い
技
術
が
試
さ
れ
る
。
髙た
か

梨な
し

理り

来く

さ
ん
（
東
京
都
）
は
、
大
学
の
歯
科
技
工
研

修
科
に
在
籍
し
て
い
た
前
回
の
全
国
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
努
力
賞
を
獲
得
し
、
い
ま
は
歯
科
技

工
所
で
働
い
て
い
る
。「
仕
事
で
は
ク
ラ
ウ
ン
・

ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
全
国
ア

ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
職
場
で
も
練
習
さ
せ

て
も
ら
っ
た
の
で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と
手

話
を
交
え
て
伝
え
て
く
れ
た
。

　
「
義
肢
」
の
課
題
は
、
下
腿
義
足
ソ
ケ
ッ
ト
の

製
作
（
４
時
間
15
分
）。
切
断
部
分
の
形
状
を

正
確
に
型
採
り
し
、
解
剖
学
的
・
人
間
工
学
的

知
識
を
基
に
断
端
モ
デ
ル
を
修
正
後
、
そ
れ
に

合
わ
せ
た
正
確
な
加
工
・
組
立
を
行
う
。
初
出

場
の
奥お
く

野の

佳け
い

太た

さ
ん
（
佐
賀
県
）
は
数
年
前
、

事
故
で
両
足
に
大
き
な
傷
を
負
い
、
義
肢
装
具

士
に
ひ
ざ
用
の
装
具
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
そ

う
だ
。「
自
分
も
こ
ん
な
仕
事
が
し
た
い
と
思
い

専
門
学
校
に
入
っ
て
、
い
ま
は
お
世
話
に
な
っ

た
義
肢
製
作
所
で
働
い
て
い
ま
す
。
金
賞
が
取

れ
る
ま
で
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
挑
戦
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
意
欲
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
「
家
具
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
象
）
の

課
題
は
、
花
台
の
製
作
（
５
時
間
30
分
）で
、「
板

粗あ
ら

裁だ

ち
ず
み
の
布
地
が
支
給
さ
れ
、
ミ
シ
ン
や

ア
イ
ロ
ン
、
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
な
ど
を
使
い
仕
上

げ
る
。
菊き
く

地ち

李も
も

果か

さ
ん
（
鹿
児
島
県
）
は
、
鹿

児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
ア
パ
レ
ル
科

で
学
ん
で
半
年
足
ら
ず
。「
趣
味
だ
っ
た
ミ
シ
ン

操
作
が
う
ま
く
な
り
た
く
て
入
校
し
ま
し
た
。

将
来
は
ミ
シ
ン
を
使
っ
た
仕
事
を
し
た
い
で
す
」

と
の
こ
と
。
同
行
し
て
い
た
職
業
訓
練
指
導
員

と
「
最
初
に
ミ
ス
も
あ
っ
た
け
ど
、
そ
の
お
か

げ
で
落
ち
着
い
た
よ
ね
」
と
笑
い
合
っ
て
い
た

菊
地
さ
ん
は
、
銅
賞
入
賞
を
果
た
し
た
。

　
「
縫
製
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
象
）
の

課
題
は
、
エ
プ
ロ
ン
の
縫
製
（
４
時
間
）。
９
枚

の
パ
ー
ツ
が
配
付
さ
れ
、
ミ
シ
ン
、
ア
イ
ロ
ン
、

は
さ
み
、
目
打
ち
な
ど
の
道
具
を
使
用
し
て
製

作
す
る
。
中な
か

桐ぎ
り

桜さ
く
ら

さ
ん
（
岡
山
県
）
は
、
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
で
バ
ッ
グ
な
ど
を
つ
く

り
、
商
品
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
さ
れ
て

い
る
そ
う
だ
。
同
行
し
て
い
た
母
親
は
「
不
器

用
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
中
学
生
に
な
っ
て
急

に
折
り
紙
が
う
ま
く
な
り
、
た
ま
た
ま
支
援
学

級
の
先
生
が
手
芸
を
教
え
て
く
れ
て
、
縫
製
の

道
が
開
け
ま
し
た
。
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
で

き
る
娘
が
う
ら
や
ま
し
い
で
す
」
と
目
を
細
め

な
が
ら
見
守
っ
て
い
た
。

　
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」（
国
際
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
対
象
）
は
、
花
束
（
60
分
）、
ト

ル
ソ
ー
に
装
飾
す
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー

（
ネ
ッ
ク
レ
ス
）（
90
分
）、
会
場
装
飾
（
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
）（
90
分
）
の
３
課
題
。
目
的
に
応
じ

た
花
の
選
択
や
造
形
な
ど
の
基
本
知
識
に
加
え
、

実
用
性
や
完
成
度
の
高
い
作
品
が
求
め
ら
れ
る
。

実
業
系
の
高
校
に
通
う
弱
視
の
黒く
ろ

岩い
わ

佳か
い

叶と

さ
ん

（
長
野
県
）
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
ク
ラ
ブ
活

「フラワーアレンジメント」努力賞
黒岩佳叶さん（長野県）

「洋裁」銅賞
菊地李果さん（鹿児島県）

「家具」銀賞
田中匠貴さん（長崎県）

「木工」銀賞
川畑曜伎さん（滋賀県）

「縫製」
中桐桜さん（岡山県）

「義肢」銅賞
奥野佳太さん（佐賀県）
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て
よ
い
表
情
を
引
き
出
す
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
撮
影

の
ほ
か
基
本
的
な
撮
影
技
術
や
総
合
的
な
構
成

力
等
を
競
う
。
初
出
場
の
髙た
か

橋は
し

良よ
し

明あ
き

さ
ん
（
宮

崎
県
）
は
、
競
技
後
「
レ
ベ
ル
の
高
い
選
手
た

ち
と
写
真
を
撮
り
合
い
、
す
ば
ら
し
い
作
品
も

見
ら
れ
、と
て
も
刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
」と
語
っ

て
く
れ
た
。
最
近
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
の
運
営
会

社
に
転
職
し
た
ば
か
り
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
に
写
真
技
術
を
活
か
し
て
い
き
た
い
そ
う

だ
。
そ
し
て
、
見
事
に
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

●
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン�

　

�

Ｒ
Ｐ
Ａ
／
ド
ロ
ー
ン
操
作

　

前
回
に
続
い
て
実
施
さ
れ
た
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
」

（Robotic Process A
utom

ation

）
は
、
パ
ソ

コ
ン
で
行
う
事
務
作
業
の
自
動
化
の
こ
と
で
、

競
技
課
題
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
新
規
作
成
」、「
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
修
正
と
機
能
追
加
」。
成
果
物
の
結

果
の
正
し
さ
、
処
理
動
作
の
安
定
性
・
速
さ
、

可
読
性
（
わ
か
り
や
す
さ
）
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

今
回
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
披
露
と
な
っ
た
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
国
立
吉
備
高
原
職
業
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
よ
る「
ド
ロ
ー
ン
操
作
」

は
、建
築
物
の
点
検
業
務
を
想
定
し
、設
置
さ
れ

た
模
擬
障
害
物
に
は
り
つ
け
た
数
字
や
破
損
個

所
な
ど
を
、ド
ロ
ー
ン
を
操
縦
し
て
み
つ
け
る
と

い
う
も
の
。か
ぎ
ら
れ
た
空
間
で
建
築
物
に
接
触

す
る
こ
と
の
な
い
飛
行
ル
ー
ト
を
考
え
、正
確
に

早
く
数
字
を
み
つ
け
る
技
術
を
実
演
し
て
い
た
。

動
で
生
け
花
を
習
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
高
校

で
も
同
様
の
部
活
動
に
所
属
。
先
生
の
す
す
め

で
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
挑
戦
し
て
み
た
と
い
う
。

競
技
後
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
花
材
も
あ
っ
て
時
間
も

不
足
気
味
で
し
た
が
、
満
足
の
い
く
作
品
に
仕

上
げ
ら
れ
ま
し
た
」
と
語
っ
た
黒
岩
さ
ん
は
努

力
賞
を
獲
得
し
た
。
今
後
は
調
理
の
専
門
学
校

に
進
む
そ
う
だ
。

　
「
ネ
イ
ル
施
術
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
象
）

は
、
実
際
の
サ
ロ
ン
ワ
ー
ク
を
想
定
し
た
時
間

と
内
容
で
、
正
確
で
て
い
ね
い
な
技
術
力
や
美

的
感
覚
、
仕
上
が
り
の
完
成
度
を
競
う
。
課
題

１
の
ネ
イ
ル
ケ
ア
と
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
（
75
分
）

で
は
爪
の
ケ
ア
や
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
の
基
本
技
術
、

課
題
２
の
ネ
イ
ル
ア
ー
ト（
80
分
）で
は
今
回「
地

球
と
自
然
（Earth &

 N
ature

）」
を
テ
ー
マ

に
し
た
表
現
力
が
問
わ
れ
る
。
初
出
場
の
北き
た

島じ
ま

玲れ

奈な

さ
ん
（
福
岡
県
）
は
、
就
労
継
続
支
援
Ａ

型
事
業
所
で
ネ
イ
ル
施
術
を
学
び
始
め
て
１
年

足
ら
ず
。
同
行
し
て
い
た
指
導
員
は
「
事
業
所

で
は
ネ
イ
ル
の
資
格
を
取
る
人
が
増
え
て
い
て
、

仕
事
に
つ
な
げ
て
い
く
の
が
目
標
で
す
。
北
島

さ
ん
は
努
力
家
な
の
で
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
。
北
島
さ
ん
は
「
少

し
前
ま
で
精
神
的
に
つ
ら
く
て
練
習
不
足
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
力
を
出
し
切
れ
な
か
っ
た
部

分
も
あ
り
ま
す
」
と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
て
い

た
が
、
そ
れ
で
も
努
力
賞
を
獲
得
し
、
指
導
員

と
喜
び
合
っ
て
い
た
。

　
「
写
真
撮
影
」（
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
象
）

の
課
題
は
、
愛
知
県
国
際
展
示
場
と
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
の
風
景
な
ど
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
紹
介
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
、
魅
力
的
な

写
真
の
撮
影
（
４
時
間
）。
撮
影
許
可
を
も
ら
っ

●
障
害
者
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
２
０
２
５

　

競
技
エ
リ
ア
に
隣
接
し
た
フ
ロ
ア
で
は
「
障

害
者
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
２
０
２
５
～
働
く
障
害
者

を
応
援
す
る
仲
間
の
集
い
～
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
障
害
者
の
職
業
能
力
や
雇
用
に
関
す

る
展
示
や
実
演
な
ど
を
通
し
て
来
場
者
に
理
解

と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
だ
。
今

年
は
１
１
１
の
団
体
・
事
業
所
な
ど
が
「
能
力

開
発
エ
リ
ア
」、「
就
労
支
援
エ
リ
ア
」、「
職
場

紹
介
エ
リ
ア
」、「
特
設
コ
ー
ナ
ー
」
に
出
展
し
、

多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
横
で
は
、
次
の
国
際

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
生

ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ「
モ
ル
ッ
ク
」の
体
験
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
木
製
の
棒
を
投
げ
て
12

本
の
ピ
ン
を
倒
す
と
い
う
も
の
で
、
一
般
社
団

法
人
日
本
モ
ル
ッ
ク
協
会
に
よ
る
と
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
気
軽
に
楽
し
め
る
と
い
う
。

「ネイル施術」努力賞
北島玲奈さん（福岡県）

「フラワーアレンジメント」努力賞
黒岩佳叶さん（長野県）

「写真撮影」銀賞
髙橋良明さん（宮崎県）

「洋裁」銅賞
菊地李果さん（鹿児島県）

フィンランド発祥の
スポーツ「モルック」

体験コーナー

デモンストレーション
「RPA」

デモンストレーション
「ドローン操作」

「障害者ワークフェア2025」

働く広場  2026.2働く広場  2026.29 8



で
す
」。

　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
吉よ
し

田だ

純じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
（
東
京

都
）
は
、「
ほ
か
の
み
な
さ
ん
も
よ
い
作
品
ば
か

り
で
無
理
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
が

こ
だ
わ
っ
た
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
部
分
を
評

価
し
て
も
ら
え
た
よ
う
で
う
れ
し
い
で
す
」。

　
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
の
高た
か

橋は
し

璃り

沙さ

さ
ん
（
岐
阜
県
）
は
、「
以
前
、
勤
め
て
い
た

花
屋
で
の
経
験
を
活
か
し
、
教
室
に
も
通
い
懸

命
に
練
習
を
重
ね
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
金

賞
を
い
た
だ
け
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
」。

　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
の
稲い
な

葉ば

洋よ
う

介す
け

さ
ん
（
東
京
都
）
は
、「
出
場
３
回
目

で
の
金
賞
で
う
れ
し
い
で
す
。
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
職
場
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
毎
回
快

く
挑
戦
さ
せ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
、
何
よ
り
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
」。

　
「
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」の
栗く
り

原ば
ら

恋こ

夏な
つ

さ
ん（
群

馬
県
）
は
、「
努
力
し
て
き
た
結
果
が
出
て
う

れ
し
い
で
す
。
競
技
で
は
素
早
い
動
き
を
心
が

け
ま
し
た
。
今
後
の
仕
事
に
も
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。
国
際
大
会
も
目
ざ
し
た
い
で
す
」。

　
「
製
品
パ
ッ
キ
ン
グ
」の
西に
し

水ず

流る

孝た
か

碩ひ
ろ

さ
ん（
愛

知
県
）
は
、「
ゼ
ロ
か
ら
学
び
、
前
回
は
初
出
場

で
賞
を
逃
し
た
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
ス
ピ
ー
ド

や
品
質
、
動
線
な
ど
を
改
善
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
仕
事
に
活
か
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」。

　
「
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
」
の
細ほ
そ

尾お

希き

良ら

ら々

さ
ん
（
岡

山
県
）
は
、「
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち
の
お

か
げ
で
す
。
競
技
で
は
お
客
さ
ま
の
立
場
に
な
っ

て
笑
顔
で
接
客
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
自
分

ら
し
く
接
客
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

　
「
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」の
中な
か

谷た
に

優ゆ
う

太た

さ
ん

（
岡
山
県
）
は
、「
金
賞
を
取
る
と
世
界
が
変
わ

閉
会
式

　

午
前
10
時
か
ら
の
閉
会
式
は
、
前
日
の
競
技

の
熱
気
に
包
ま
れ
た
ま
ま
、
大
勢
の
選
手
や
関

係
者
が
参
加
し
た
。
会
場
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で

全
競
技
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
映
像
が
放
映
さ
れ
た
あ

と
、
大
会
会
長
で
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
輪
島
忍
理

事
長
が
「
競
技
に
取
り
組
ん
だ
熱
く
ひ
た
む
き

な
姿
は
、
多
く
の
人
に
大
き
な
感
動
と
勇
気
を

与
え
る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
が
優
れ
た

職
業
能
力
を
力
強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
い
っ
そ

う
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
」

な
ど
と
挨
拶
。
続
い
て
厚
生
労
働
省
の
蒔ま
か

苗な
え

浩こ
う

司じ

大
臣
官
房
審
議
官
の
来
賓
挨
拶
の
あ
と
、
駐

日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
か
ら
選
手
た
ち
を
激

励
す
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
披
露
さ
れ
た
。

　

成
績
発
表
と
表
彰
で
は
、
目
標
を
達
成
で
き

た
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
や
う
れ
し
涙
を

み
せ
る
選
手
た
ち
、
ス
テ
ー
ジ
脇
で
受
賞
者
同

士
が
記
念
撮
影
を
す
る
様
子
な
ど
が
み
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
次
回
開
催
地
で
あ
る
愛
知
県
の
大

村
秀
章
知
事
が
大
会
名
誉
会
長
と
し
て
登
壇
し

「
多
く
の
方
々
が
、
み
な
さ
ん
の
が
ん
ば
る
姿
を

通
じ
て
、
障
害
の
あ
る
方
が
学
校
や
社
会
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
、

そ
の
高
い
能
力
へ
の
理
解
が
い
っ
そ
う
深
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
大
会
を
通
し

て
つ
く
っ
た
思
い
出
や
、
新
た
な
絆
を
今
後
も

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
次
回
も
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
」
な
ど
と
締
め
く
く
っ
た
。

10
月
19
日（
日
）

金
賞
受
賞
者
た
ち
の

喜
び
の
声

　
「
家
具
」
の
山や

ま

原は
ら

耕こ
う

一い
ち

さ
ん
（
和
歌
山
県
）
は
、

「
ミ
ス
を
し
な
い
よ
う
、
く
り
返
し
練
習
し
ま
し

た
。
始
め
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
に

落
ち
着
い
て
取
り
組
め
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
で

す
」。

　
「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
」
の
藤ふ
じ

元も
と

秀ひ
で

幸ゆ
き

さ
ん
（
福
岡
県
）
は
、

「
初
出
場
で
金
賞
を
い
た
だ
け
て
大
変
う
れ
し
い

で
す
。
時
間
を
か
け
て
課
題
の
読
み
込
み
を
し

た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
経
験

を
仕
事
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

　
「
電
子
機
器
組
立
」
の
松ま
つ

崎ざ
き

七な
な

海み

さ
ん
（
愛

知
県
）は
、「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
が
金
賞
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

職
場
に
戻
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
が
ん
ば
っ
て
き

た
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」。

　
「
歯
科
技
工
」
の
佐さ

さ々

木き

千ち

秋あ
き

さ
ん
（
北
海
道
）

は
、「
金
賞
を
取
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で

す
。
１
カ
月
ぐ
ら
い
競
技
に
向
け
て
一
生
懸
命

練
習
し
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
技
術

を
活
か
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
」。

　
「
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
」
の
武た
け

村む
ら

俊と
し

明あ
き

さ
ん

（
大
阪
府
）
は
、「
正
直
こ
こ
ま
で
大
変
苦
労
し

て
き
ま
し
た
。
国
際
大
会
も
か
か
っ
て
い
た
の

で
必
死
に
練
習
し
、
研
究
を
重
ね
努
力
を
続
け

て
き
た
こ
と
が
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」。

　
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
矢や

野の

明あ
き

雄お

さ
ん
（
福

岡
県
）
は
、「
う
れ
し
い
と
し
か
い
い
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。
競
技
で
は
、ほ
か
の
選
手
と
は
違
う
、

一
歩
先
に
出
る
た
め
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
し
た
い

「コンピュータプログラミング」金賞
稲葉洋介さん（東京都）

「オフィスアシスタント」金賞
中谷優太さん（岡山県）

「パソコン操作」金賞
原真波さん（東京都）

「ワード・プロセッサ」金賞
武村俊明さん（大阪府）

「歯科技工」金賞
佐々木千秋さん（北海道）

「DTP」金賞
藤元秀幸さん（福岡県）

「電子機器組立」金賞
松㟢七海さん（愛知県）

「家具」金賞
山原耕一さん（和歌山県）
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り
ま
す
。
努
力
し
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。
競
技
で
は
ス
ピ
ー

ド
と
数
を
こ
な
す
こ
と
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
今
後
も
業
務

で
活
か
し
て
い
き
ま
す
」。

　
「
表
計
算
」
の
空そ
ら

田た

聡さ
と
し

さ
ん
（
埼
玉
県
）
は
、「
み
な
さ
ん

に
応
援
し
て
も
ら
い
、
旗
も
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
、
落
ち
着

い
て
が
ん
ば
れ
ま
し
た
。
職
場
で
は
経
理
担
当
で
、
仕
事
で

も
使
う
関
数
に
つ
い
て
特
に
勉
強
し
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
」。

　
「
ネ
イ
ル
施
術
」
の
池い
け

田だ

衣え

里り

さ
ん
（
東
京
都
）
は
、「
前

回
は
銀
賞
だ
っ
た
の
で
金
賞
を
取
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
、
や
り
抜
い
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
メ
ダ
ル
を

取
る
こ
と
で
す
」。

　
「
写
真
撮
影
」
の
大お
お

澤さ
わ

宏こ
う

輔す
け

さ
ん
（
愛
知
県
）
は
、「
会
社

の
み
な
さ
ん
や
家
族
、
友
人
の
支
え
が
あ
っ
て
の
受
賞
な
の

で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
で
す
。
人
を
撮
る
の
が
好
き
で
、

練
習
も
た
く
さ
ん
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
日
々
前
進
で
す
」。

　
「
パ
ソ
コ
ン
操
作
」
の
原は
ら

真ま

波な
み

さ
ん
（
東
京
都
）
は
、「
６

回
目
の
出
場
だ
っ
た
の
で
非
常
に
う
れ
し
い
で
す
。
職
場
で

は
支
援
す
る
立
場
な
の
で
、
大
会
に
出
ら
れ
る
選
手
を
育
て

て
い
き
ま
す
。
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
花
開
き
ま
す
ね
」。

　
「
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力
」
の
増ま
す

田だ

錬れ
ん

さ
ん
（
埼
玉
県
）
は
、

「
今
回
３
回
目
の
出
場
だ
っ
た
の
で
、
金
メ
ダ
ル
が
取
れ
て
本

当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
職
場
の
人
た
ち
に
も
感
謝
し
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
」。

　
「
縫
製
」
の
古こ

村む
ら

春は
る

奈な

さ
ん
（
愛
知
県
）
は
、「
競
技
で
は
、

フ
リ
ル
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
と
美
し
さ
を
出
す
こ
と
を
意
識
し

ま
し
た
。
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
発
揮
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」。

　
「
木
工
」
の
斉さ
い

藤と
う

大だ
い

地ち

さ
ん
（
北
海
道
）
は
、「
金
賞
が
取

れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
競
技
で
は
、
す
き
間
な
く
き
れ
い
に

つ
く
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。
も
し
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
行
け
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」。

「喫茶サービス」金賞
細尾希良々さん（岡山県）

「縫製」金賞
古村春奈さん（愛知県）

「コンピュータプログラミング」金賞
稲葉洋介さん（東京都）

「ビルクリーニング」金賞
栗原恋夏さん（群馬県）

「フラワーアレンジメント」金賞
高橋璃沙さん（岐阜県）

「オフィスアシスタント」金賞
中谷優太さん（岡山県）

「ネイル施術」金賞
池田衣里さん（東京都）

「写真撮影」金賞
大澤宏輔さん（愛知県）

「パソコンデータ入力」金賞
増田錬さん（埼玉県）

「パソコン操作」金賞
原真波さん（東京都）

「ワード・プロセッサ」金賞
武村俊明さん（大阪府）

「データベース」金賞
矢野明雄さん（福岡県）

「ホームページ」金賞
吉田純一さん（東京都）

「歯科技工」金賞
佐々木千秋さん（北海道）

「製品パッキング」金賞
西水流孝碩さん（愛知県）

「表計算」金賞
空田聡さん（埼玉県）

「木工」金賞
斉藤大地さん（北海道）
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全国アビリンピック
 入賞者発表！

洋

裁
松ま
つ

本も
と　
弥や
よ
い生

熊
本
県
　

家

具
井い

出で　
依よ
り

芭は

愛
知
県
愛
知
県
立
名
古
屋
聾
学
校

家

具
田た

中な
か　
匠し
ょ
う

貴き

長
崎
県
N
S
S
長
崎
船
舶
装
備
株
式
会
社 

生
産
部 

長
崎
工
場

D

T

P
田た

口ぐ
ち　

真ま

衣い

東
京
都
ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ
ス
株
式
会
社

電
子
機
器
組
立
松ま
つ

下し
た　

健け
ん

茨
城
県
株
式
会
社
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム

義

肢
大お
お

橋は
し　

義よ
し

樹き

茨
城
県
株
式
会
社
幸
和
義
肢
研
究
所

歯
科
技
工
髙た
か

木ぎ　
茂し
げ

晴は
る

茨
城
県
医
療
法
人
真
英
会　
山
本
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

歯
科
技
工
松ま
つ

本も
と　

毅た
け
し

東
京
都
和
田
精
密
歯
研
株
式
会
社

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

西に
し

脇わ
き　

颯は
や
て

広
島
県
ひ
ろ
ぎ
ん
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
漆う
る
し

原ば
ら　
祐ゆ
う

樹き

栃
木
県
シ
ー
デ
ー
ピ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
山や
ま

本も
と　
真し
ん

司じ

兵
庫
県
株
式
会
社
J
R
西
日
本
あ
い
ウ
ィ
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
東と
う

條じ
ょ
う　

吉よ
し

晃あ
き

大
阪
府
株
式
会
社
ウ
イ
ル
ハ
ー
ツ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
金か
ね

子こ　
理り

沙さ

広
島
県
株
式
会
社
広
島
情
報
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

田た

村む
ら　

直な
お

美み

東
京
都
東
急
リ
バ
ブ
ル
ス
タ
ッ
フ
株
式
会
社

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

兼か
ね

松ま
つ　
利り

江え

静
岡
県
U
T
ハ
ー
ト
フ
ル
株
式
会
社
船
橋
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

小こ

泉い
ず
み

彩さ

奈な

恵え

東
京
都
第
一
生
命
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

吉よ
し

田だ　
大た
い

輝き

神
奈
川
県

株
式
会
社
互
幸
ワ
ー
ク
ス

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

樫か
し

山や
ま　
飛あ
す
か鳥

愛
媛
県
ミ
ウ
ラ
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

西に
し

田だ　

祐ゆ
う

輝き

愛
媛
県
P
H
C
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
株
式
会
社　
松
山
事
業
所

喫
茶
サ
ー
ビ
ス
坪つ
ぼ

田た　
吏り

央お

兵
庫
県
日
本
パ
ー
ソ
ネ
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

喫
茶
サ
ー
ビ
ス
尾お

崎さ
き　
心こ
こ

春は

鳥
取
県
コ
メ
ダ
珈
琲
店　
鳥
取
立
川
店

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

池い
け

上が
み　
尚な
お

希き

埼
玉
県
株
式
会
社
J
R
東
日
本
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

松ま
つ

井い　
康や
す

朗お

兵
庫
県
株
式
会
社
あ
し
す
と
阪
急
阪
神

表

計

算
山や
ま

本も
と　

勇い
さ
む

栃
木
県
株
式
会
社
栃
木
銀
行

表

計

算
天あ
ま

野の　

寛ひ
ろ

隆た
か

愛
知
県
愛
知
玉
野
情
報
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

ネ
イ
ル
施
術
櫻さ
く
ら

田だ　
史ふ
み

武た
け

広
島
県
Ｒ
ｉ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ 

Ｎ
ａ
ｉ
ｌ 

ｓ
ａ
ｌ
ｏ
ｎ

写
真
撮
影
髙た
か

橋は
し　

良よ
し

明あ
き

宮
崎
県
ヤ
マ
ブ
ル
ー
株
式
会
社

パ
ソ
コ
ン
操
作
竹た
け

内う
ち　

綾あ
や

京
都
府
社
会
福
祉
法
人
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス　
鳥
居
寮

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

柳や
な
ぎ　

綺あ
や

佳か

山
口
県
株
式
会
社
宇
部
情
報
シ
ス
テ
ム

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

德と
く

野の　

泰た
い

聖せ
い

福
岡
県
サ
ン
ア
ク
ア
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社

縫

製
箱は
こ

岩い
わ　
和か
ず

樹き

福
島
県
夢
み
ら
い
工
房

木

工
望も
ち

月づ
き　
秀し
ゅ
う

都と

愛
知
県
愛
知
県
立
名
古
屋
聾
学
校

木

工
川か
わ

畑ば
た　

曜て
る

伎き

滋
賀
県
滋
賀
県
立
長
浜
北
星
高
等
養
護
学
校

木

工
田た

中な
か　

寛ひ
ろ

俊と
し

熊
本
県
社
会
福
祉
法
人
ア
バ
ン
セ　
カ
サ
・
チ
コ

家

具
山や
ま

原は
ら　

耕こ
う
一い
ち

和
歌
山
県

株
式
会
社
山
ノ
木

D

T

P
藤ふ
じ

元も
と　

秀ひ
で

幸ゆ
き

福
岡
県
楽
天
カ
ー
ド
株
式
会
社

電
子
機
器
組
立
松ま
つ

﨑ざ
き　
七な
な

海み

愛
知
県
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー　
安
城
製
作
所

歯
科
技
工
佐さ

さ々

木き

千ち

秋あ
き

北
海
道
和
田
精
密
歯
研
株
式
会
社　
札
幌
セ
ン
タ
ー

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

武た
け

村む
ら　

俊と
し

明あ
き

大
阪
府
株
式
会
社
ニ
ッ
セ
イ
・
ニ
ュ
ー
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
矢や

野の　
明あ

き

雄お

福
岡
県
ア
ン
リ
ー
シ
ュ
・
ワ
ー
ル
ド
リ
ー
株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
吉よ
し

田だ　

純じ
ゅ
ん

一い
ち

東
京
都
東
京
都
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
プ
ラ
ス
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

高た
か

橋は
し　
璃り

沙さ

岐
阜
県
ア
ピ
株
式
会
社　
ア
ピ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
い
び

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

稲い
な

葉ば　
洋よ
う

介す
け

東
京
都
東
京
都
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

栗く
り

原ば
ら　

恋こ

夏な
つ

群
馬
県
群
馬
県
立
伊
勢
崎
高
等
特
別
支
援
学
校

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

西に
し

水ず

流る

孝た
か

碩ひ
ろ

愛
知
県
ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

喫
茶
サ
ー
ビ
ス
細ほ
そ

尾お

希き

良ら

ら々

岡
山
県
ス
ペ
ー
ス
エ
ム
株
式
会
社　
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ヤ
マ
ダ
デ
ン
キ
岡
山
下
中
野
店

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

中な
か

谷た
に　
優ゆ
う

太た

岡
山
県
株
式
会
社
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ　
水
島
営
業
所

表

計

算
空そ
ら

田た　

聡さ
と
し

埼
玉
県
ポ
ラ
ス
株
式
会
社

ネ
イ
ル
施
術
池い
け

田だ　

衣え

里り

東
京
都
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
Ｌ
サ
ン
ラ
イ
ト

写
真
撮
影
大お
お

澤さ
わ　

宏こ
う

輔す
け

愛
知
県
ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

パ
ソ
コ
ン
操
作
原は
ら　

真ま

波な
み

東
京
都
三
井
金
属
鉱
業
株
式
会
社

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

増ま
す

田だ　

錬れ
ん

埼
玉
県
株
式
会
社
J
R
東
日
本
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

縫

製
古こ

村む
ら　
春は
る

奈な

愛
知
県
愛
知
県
立
豊
田
高
等
特
別
支
援
学
校

木

工
斉さ
い

藤と
う　
大だ
い

地ち

北
海
道
株
式
会
社
そ
る
ー
な
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
び
ー
ぼ

銀 賞 金 賞
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　愛知県国際展示場（愛知県常滑市）において、2025（令和7）年10月17日（金）から19日（日）までの３日間にわたり開催した
「第45回全国障害者技能競技大会（全国アビリンピック）」。今大会は、全25種目の技能競技に47都道府県から401人の選手が集い、
日ごろつちかった技能を競い合うとともに、障害者ワークフェアも開催し、多数の来場者を迎え盛大な大会となりました。
　今大会の入賞者を以下の通り決定し、10月19日（日）の閉会式において、金賞20人、銀賞34人、銅賞38人、努力賞14人の方々
に対し表彰を行いました。

銅 賞努力賞
洋

裁
菊き
く

地ち　
李も
も

果か

鹿
児
島
県

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

D

T

P
平ひ
ら

野の　

由ゆ

美み

神
奈
川
県

合
同
会
社
D
M
M
．c
o
m　
金
沢
事
業
所

D

T

P
柿か
き

本も
と　
奈な

保ほ

大
阪
府
株
式
会
社
旭
化
成
ア
ビ
リ
テ
ィ　
大
阪
営
業
所

D

T

P
押お
し

尾お　
風ふ
う

香か

広
島
県
ひ
ろ
ぎ
ん
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

電
子
機
器
組
立
荒あ
ら

谷や　
飛ひ

翔し
ょ
う

愛
知
県
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー　
西
尾
製
作
所

電
子
機
器
組
立
山や
ま

村む
ら　

拓た
く

也や

三
重
県
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー　
大
安
製
作
所

義

肢
奥お
く

野の　
佳け
い

太た

佐
賀
県
有
限
会
社
佐
賀
有
薗
義
肢
製
作
所

歯
科
技
工
箱は
こ

石い
し　

哲て
つ

郎お

青
森
県
有
限
会
社
箱
石
歯
科
技
工
所

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

野の

村む
ら　
真ま

以い

岐
阜
県
ク
ラ
レ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
株
式
会
社　
伊
吹
工
場

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

森も
り

島し
ま　

章あ
き

文ふ
み

静
岡
県
　

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

山や
ま

本も
と　

巧た
く
み

愛
知
県
ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
畠は
た
け

山や
ま　

優ま
さ
る

高
知
県
医
療
法
人
健
会　
高
知
検
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
鬼き

頭と
う　

成な
る

徒と

愛
知
県
ト
ヨ
タ
ル
ー
プ
ス
株
式
会
社

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

高た
か

木ぎ　
勇ゆ
う

治じ

広
島
県
広
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

河か
わ

野の　

雅ま
さ

也や

埼
玉
県
日
東
ひ
ま
わ
り
関
東
株
式
会
社

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

北き
た

川が
わ　

心こ
こ

菜な

滋
賀
県
ヤ
ン
マ
ー
シ
ン
ビ
オ
シ
ス
株
式
会
社 

滋
賀
事
業
部
長
浜
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

潮し
お

﨑さ
き　

心し
ん

熊
本
県
熊
本
県
立
鏡
わ
か
あ
ゆ
高
等
支
援
学
校

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

佐さ

さ々　

恵け
い

太た

宮
城
県
セ
コ
ム
工
業
株
式
会
社

製
品
パ
ッ
キ
ン
グ

山や
ま

本も
と　

愛ま
な

斗と

鳥
取
県
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社　
倉
吉
営
業
所

喫
茶
サ
ー
ビ
ス
石い
し

倉く
ら　

安あ
ん

七な

東
京
都
第
一
生
命
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
株
式
会
社

喫
茶
サ
ー
ビ
ス
篠し
の

原は
ら　
瑞み
ず

希き

京
都
府
　

喫
茶
サ
ー
ビ
ス
木き
の

下し
た　
裕ひ
ろ

登と

和
歌
山
県

公
立
学
校
共
済
組
合
和
歌
山
宿
泊
所 

ホ
テ
ル
ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

藤ふ
じ

浪な
み　

航わ
た
る

静
岡
県
し
ず
ぎ
ん
ハ
ー
ト
フ
ル
株
式
会
社

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

吉よ
し

嶋じ
ま　

鈴す
ず

菜な

滋
賀
県
日
東
ひ
ま
わ
り
亀
山
株
式
会
社　
滋
賀
事
業
所

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

武た
け

智ち

ゆ
う
子こ

愛
媛
県
P
H
C
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
株
式
会
社　
松
山
事
業
所

表

計

算
安や
す

見み　
俊し
ゅ
ん

輔す
け

東
京
都
ク
ボ
タ
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社

表

計

算
河こ
う

野の　

孝た
か

明あ
き

兵
庫
県
株
式
会
社
あ
し
す
と
阪
急
阪
神

表

計

算
小お

倉ぐ
ら　
佳よ
し

浩ひ
ろ

徳
島
県
ア
イ
ズ
情
報
有
限
会
社

ネ
イ
ル
施
術
安あ
ん

藤ど
う

久く

美み

子こ

愛
知
県
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
ウ
ェ
ル

写
真
撮
影
竹た
け

田だ　

恋れ
ん

大
分
県
ホ
ン
ダ
太
陽
株
式
会
社

写
真
撮
影
藤ふ
じ

山や
ま　

良よ
し

文ふ
み

鹿
児
島
県

株
式
会
社
M
O
B　
A
R
T
B
O
X
事
業
所

パ
ソ
コ
ン
組
立
篠し
の

原は
ら

嘉か

鶴ず

馬ま

神
奈
川
県

富
士
ソ
フ
ト
企
画
株
式
会
社

パ
ソ
コ
ン
操
作
福ふ
く

長な
が　

快か
い

斗と

大
阪
府
社
会
福
祉
法
人
日
本
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

渡わ
た

辺な
べ　
啓け
い

仁と

千
葉
県
ポ
ラ
ス
シ
ェ
ア
ー
ド
株
式
会
社

縫

製
辻つ
じ

原は
ら　

ゆ
ず
秋
田
県
秋
田
県
立
比
内
支
援
学
校

縫

製
に
し
お
か岡　

愛あ
い
り織

滋
賀
県
日
東
ひ
ま
わ
り
亀
山
株
式
会
社　
滋
賀
事
業
所

木

工
高た
か

村む
ら

友ゆ
う

太た

郎ろ
う

静
岡
県
静
岡
県
立
あ
し
た
か
職
業
訓
練
校

木

工
中な
か

村む
ら　

健け
ん

一い
ち

佐
賀
県
社
会
福
祉
法
人
佐
賀
西
部
コ
ロ
ニ
ー　
昆
虫
の
里

電
子
機
器
組
立
静し
ず

谷や　
康こ
う

平へ
い

栃
木
県
ギ
ガ
フ
ォ
ト
ン
株
式
会
社

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ

小こ

林ば
や
し　

将ま
さ

己き

福
島
県
株
式
会
社
と
う
ほ
う
ス
マ
イ
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
三み

浦う
ら　

寿と
し

規き

宮
城
県
一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｏ
Ｍ
，S

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

黒く
ろ

岩い
わ　

佳か
い
と叶

長
野
県
須
坂
創
成
高
校

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

草く
さ

川か
わ　
聖せ
い

太た

大
阪
府
ク
ボ
タ
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
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　今年度で 45回目の開催となった全国アビリンピック。本誌でも毎年特集号をお届けしていますが、「アビ
リンピック」についてみなさまはどんなことをご存知でしょうか。
　そこで今号では、全国アビリンピックの歴史や国際アビリンピックなどについて深掘りしていきます。

アビリンピック（障害者技能競技大会）

　大会の正式な名称は「障害者技能
競技大会」ですが、愛称として「アビリ
ンピック」を使っています。「アビリン
ピック」（ABILYMPICS）は、「アビリテ
ィ」（ABILITY:能力）と「オリンピック」

（OLYMPICS）を合わせたものです。

　障害のある方々が日ごろつちかった
技能を互いに競い合うことを通じて、
職業能力の向上を図るとともに、企業
や社会一般の障害者雇用に対する理解
を深め、その雇用を促進することを目
的として開催しています。

地方、全国アビリンピックから国際アビリンピックへ

「地方大会」には、毎年約 3,000 人が参加！ 勝ち抜いた約 400 人が「全国大会」、
さらに優秀な成績の選手は日本代表として「国際大会」の舞台へ！

　「星」をモチーフに、「障害を乗り越える士
気」、「受賞の歓喜」、「能力の開花」をイメー
ジしてデザイン。
　名前の「アビリス」は、「アビリンピック」
の語感と、「幸せを運んでくれる」という花
言葉を持つラン科の花「マキシラリア・バリ
アビリス」にちなんで命名されました。

　全国アビリンピックは、1964（昭和 39）年に開催された東京パラリンピックを参考に企画され、第１回大会は 1972 年
11 月に千葉県千葉市において、当時の皇太子同妃両殿下を開会式および閉会式にお迎えして開催されました。大会は旋盤や洋
裁、広告美術やラジオ・テレビ修理など、15 種目の競技に 36 都道府県から 133 人の選手が参加して開催されました。
　第１回大会から第 25 回大会まで千葉県を舞台として開催してきましたが、第 26 回大会（平成 14 年）より、全国的に障害
者の雇用促進に関する機運を盛り上げるため、技能五輪全国大会と同時または同時期に、全国各地で開催されるようになりま
した。今回で 45 回を迎え、地方アビリンピックで優秀な成績を収めた方などが、全国大会の選手として出場しました。
　第 45 回全国大会は、第 11 回国際アビリンピック（フィンランド大会）の派遣選手選考会を兼ねて開催しており、選考対
象競技種目の派遣選手を 2026 年 3 月を目途に公表します。

　大会を象徴するシンボルマークは、
故岡本太郎氏にお願いをしてつくって
いただいたものです。月桂樹の葉と人
間を形どったこのシンボルマークは、強
く自分を切り開いてゆく人間像を表し
ています。

シンボルマーク目 的名 称

アビリンピック
マスコット
キャラクター

作者 川
かわ

口
ぐち

 博
ひろ

司
し

 さん
東京都在住。
国立職業リハビリテーションセ
ンターを修了後、デザイナー、
Web 系エンジニアとして活躍。

地方アビリンピック
（各都道府県で毎年開催！）
※JEED 各都道府県支部に
　お問い合わせください。

第 45回
全国アビリンピック
（愛知県で開催）

国際アビリンピック
（2027 年 5月フィンランドで開催）

ステップ

2

ステップ

1
ステップ

3

第11回国際アビリンピック
（フィンランド大会）
派遣選手選考会

「アビリンピック」についてご紹介！読んで
学ぼう!
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国際アビリンピックについて

第11回 国際アビリンピック ヘルシンキ大会

　スキルズフィンランドは、フィンランド教育文化省の支援を受けて、2027 年 5 月に
ヘルシンキのメスケスクス展示・会議場にて Skills Games2027（スキルズ・ゲームズ
2027）を開催します。このイベントでは、第 11 回国際アビリンピック（障害者の職業
技能国際大会）と Taitaja2027（フィンランドの全国技能競技大会）が同時開催されます。第 11 回国際ア
ビリンピックでは、世界各国・地域から集まった選手たちが、43 の競技種目でスキルを競い合います。
　イベントのスローガン「We can. We belong. No limits.（私たちはできる。私たちはここにいる。限
界はない。）」は、すべての人が職業スキルを通じて社会に参加できるという力強いメッセージを発信してい
ます。

　国際アビリンピックは、1981（昭和 56）年の国際障害者年を記念し、当時の皇太子殿下を名誉総裁に推戴し、日本（東京）
で第 1 回大会が開催されました。以来、コロンビア、香港、オーストラリア、チェコ、インド、日本、韓国、フランスと、お
おむね 4 年に 1 度開催されています。
　2023（令和 5）年 3 月に、フランス共和国メッス市で開催された第 10 回大
会では、日本を含めた 27 カ国・地域から選手のほか介助者、国際審査員、言語
通訳者など 994 人が集い、329 人の選手が 44 種目の技能競技に参加しました。

第10回国際アビリンピック／
チームジャパンの挑戦
Youtubeにて公開中

開催概要（予定）
大会日程 2027年

5月10日～13日（予定）
大会会場 メスケスクス展示・会議場
開催種目数 43種目

主催 スキルズフィンランド

記念すべき第1回国際アビリンピック（1981年日本）の様子。56カ国・地域から841人が参加した。

We can. We belong. No limits.
私たちはできる。私たちはここにいる。限界はない。

日本選手団派遣予定種目 16種目

マリア・エクロス
スキルズフィンランド CEO

デンマーク

ノルウェー

スウェーデン

フィンランド

ヘルシンキヘルシンキ

エストニア

ラトビア
リトアニア

ロシア

「第 11 回国際アビリンピック」
日本選手派遣職業技能競技種目

全国障害者技能競技大会
該当技能競技種目

ファッションとデザイン Fashion and Design 洋裁
家具製作（応用） Cabinetmaking (Advanced） 家具
ポスターデザイン Poster Design DTP
機械 CAD Engineering Design CAD 機械 CAD
電子機器組立とテスト Electronic Assembly and Testing 電子機器組立
英文ワープロ English Word Processing ワード・プロセッサ
データ処理 Data Management and Processing データベース
ホームページ作成 Creating Web Pages ホームページ
フラワーアレンジメント Floral Arrangement フラワーアレンジメント
コンピュータプログラミング Computer Programming コンピュータプログラミング
クリーニングサービス Cleaning Services ビルクリーニング
ネイリスト Manicure ネイル施術
写真撮影（屋外／スタジオ） Photography (Outdoor/Studio） 写真撮影
コンピュータ組立 Computer Assembly パソコン組立
洋裁 Dress Making (Production Sewing) 縫製
家具製作 Cabinet and Furniture Making 木工

日本選手団派遣予定種目
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その他、 口頭発表者 ・

ポスター発表者の発表資

料や、 基礎講座の動画

等を掲載しています。

J E E D   インフォメーション
〜高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ〜

　JEEDは、 2025 （令和７） 年 11月12日 （水） および13日 （木） の２日間、 東京ビッグサイトにおいて 「第33回職業リハビリテ

ーション研究・実践発表会」 を開催しました。

　当日は、 「インクルージョン」 の考え方を基盤とした “誰もが誇りを持って働ける環境と人づくり” をテーマとした特別講演や 「企業で

働く障害者の高齢化」、 「雇用の質」 をテーマとしたパネルディスカッション等を実施し、 約1,000人の方にご来場いただきました。

　特別講演やパネルディスカッションの内容は、 これからの障害者雇用のヒントや参考になるお話が満載でした。

　このたび、 その内容をより多くの方にお届けするため、 障害者職業総合センター （NIVR） ホームページに動画や発表資料を掲載しま

した。 ぜひご覧ください。

配信のご案内

お問合せ先

NIVRホームページにて配信中！
https://www.nivr.jeed.go.jp/vr/33kaisai.html

障害者職業総合センター　研究企画部　企画調整室
TEL ：043-297-9067　E-mail ： vrsr@jeed.go.jp

職リハ研究発表会

第33回
職業リハビリテーション
研究・実践発表会

特別講演 その他

「誰もが力を発揮できる職場づくり

～一人ひとりが生き生きと成長し、

能力を発揮できる組織へ～」

講師 ： 龍
たつ

田
た

　久
く

美
み

氏　

（オリンパスサポートメイト株式会社　代表取締役社長）

Ⅰ．�「“働き続けたい”を支える ～高齢化する障害者雇用の今とこれから～」

Ⅱ．「�“定着 ・ 活躍 ・ 成長”につながる障害者雇用×雇用の質を高めるための

支援を考える」

パネルディスカッション I ・Ⅱ

オンデマンドオンデマンド

配信中！配信中！
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令和８年度
「障害者雇用納付金」申告および

「障害者雇用調整金」等申請のお知らせ
～常用雇用労働者の総数が 100100人人100人を超えるすべての事業主は障害者雇用納付金の申告義務があります～

JEEDホームページにて、� �
記入説明書および解説動画を
ぜひご覧ください。
https://www.jeed.go.jp/disability/� �
levy_grant_system_about_procedure.html

申告申請の事務説明会に� �
ぜひご参加ください。
＊全国各地で２～３月に開催します。
＊参加費は無料です。

JEED　納付金　説明会 検索

　令和８年４月１日から５月15日の間に令和
８年度申告申請をお願いします。前年度（令
和７年４月１日から令和８年３月31日まで）
の雇用障害者数をもとに、
　○ �障害者雇用納付金等の申告申請を行ってく

ださい。
　○ �障害者の法定雇用率を下回る場合は、障害

者雇用納付金を納付する必要があります。
　○ �障害者の法定雇用率を上回る場合は、障害

者雇用調整金の支給申請ができます。

【申告申請期間】

種別 申告申請対象期間 申告申請期間・納付期限

障害者雇用納付金
令和７年４月１日

～

令和８年３月31日

令和８年４月１日

〜

令和８年５月15日
（注１、注２、注３）

障害者雇用調整金

在宅就業障害者
特例調整金

（注１）�年度の中途で事業廃止した場合（吸収合併等含む）は、廃止した日から45
日以内に申告申請（障害者雇用納付金の場合は、あわせて申告額の納付）
が必要です。なお、令和８年度中の事業廃止等による申告申請については、
制度改正により様式が変更となりますので、期間内に申告申請できるよう、
余裕をもって各都道府県申告申請窓口にご相談ください。

（注２）�障害者雇用調整金、在宅就業障害者特例調整金は、申請期限を過ぎた申請
に対しては支給できません。

（注３）�常用雇用労働者の総数が100人以下の事業主が、報奨金の申請を行う場合
の申請期限は令和８年７月31日となります。

＊�詳しくは、最寄りの各都道府県支部高齢・障害者業務課
（東京・大阪は高齢・障害者窓口サービス課）にお問い
合わせください。

JEED　都道府県支部 検索

障害者雇用納付金制度の改正等について
（令和7年４月1日施行関係）

■ 除外率の引下げ
　除外率が、各除外率設定業種ごとにそれぞれ10ポイント引き下げられ、令和７年度中の中途廃止、
令和８年度申告申請から適用されます。
　これまで除外率が10％以下であった業種は除外率制度の対象外となりますので、ご注意ください。

■ 特定短時間労働者である障害者の計上について
　令和７年３月31日をもって特例給付金の経過措置が終了しました。これにともない、週所定労働
時間が10時間以上20時間未満の重度以外の身体障害者または重度以外の知的障害者であ
る障害者については、常用雇用労働者数および雇用障害者数のカウント対象外となります。

＊制度改正の概要についてはJEEDホームページをご覧ください。https://www.jeed.go.jp/disability/seido.html

事業主のみなさまへ
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J E E D   インフォメーションJ E E D   インフォメーション

〒359-0042
埼玉県所沢市並木４-2　
職業評価課
TEL：04-2995-1201
https://www.nvrcd.jeed.go.jp

国立職業リハビリテーションセンター
〒716-1241
岡山県加賀郡吉備中央町吉川7520
職業評価課
TEL：0866-56-9001
https://www.kibireha.jeed.go.jp

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター

訓 練 生 募 集 の お 知 ら せ
国立職業リハビリテーションセンター

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター 

〜障害のある方々の就職に向けた職業訓練や就職支援を実施しています〜

●遠方の方については……
　�国立吉備高原職業リハビリテーションセンターでは、併設の宿舎が利
用できます。国立職業リハビリテーションセンターでは、身体障害、
高次脳機能障害のある方、難病の方は、隣接する国立障害者リハビリ
テーションセンターの宿舎を利用することができます。

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター
訓練系 訓練コース 訓練期間

メカトロ系

機械CADコース

1年
電気・電子技術・CADコース
組立・検査コース
製造ワークコース

ビジネス情報系

システム設計・管理コース
2年

【視覚障害者対象】ITビジネスコース
会計ビジネスコース

1年
OAビジネスコース
オフィスワークコース

アシスタント系
販売・物流ワークコース
サービスワークコース

応募回 入所日 国立吉備高原職業リハビリテーション
センターへの応募締め切り日※

第１回 令和8年  6月11日（木） 令和8年  4月10日（金）
第２回 令和8年  7月  2日（木） 令和8年  5月11日（月）
第３回 令和8年  9月  3日（木） 令和8年  6月15日（月）
第４回 令和8年10月  8日（木） 令和8年  7月27日（月）
第５回 令和8年11月  5日（木） 令和8年  9月  7日（月）
第６回 令和9年  1月  7日（木） 令和8年10月26日（月）
第７回 令和9年  2月  4日（木） 令和8年11月24日（火）
第８回 令和9年  4月  8日（木） 令和9年  2月  1日（月）

国立職業リハビリテーションセンター
訓練系 訓練コース 訓練期間

メカトロ系

機械CADコース

1年

電子技術・CADコース
FAシステムコース
組立・検査コース

建築系 建築CADコース

情報系

DTPコース
Webコース
ソフトウェア開発コース
システム活用コース
視覚障害者情報アクセスコース

ビジネス系
会計ビジネスコース
OAビジネスコース
オフィスワークコース

物流系 物流・資材管理コース

職域開発系
オフィスアシスタントコース
販売・物流ワークコース
サービスワークコース

応募回 入所日 ハローワークへの
申請書提出締切日

第１回 令和8年  6月  4日（木） 令和8年  3月  4日（水）
第２回 令和8年  7月  3日（金） 令和8年  4月  7日（火）
第３回 令和8年  7月30日（木） 令和8年  5月18日（月）
第４回 令和8年  9月  4日（金） 令和8年  6月15日（月）
第５回 令和8年10月13日（火） 令和8年  7月16日（木）
第６回 令和8年11月16日（月） 令和8年  8月26日（水）
第７回 令和8年12月21日（月） 令和8年10月  1日（木）
第８回 令和9年  1月25日（月） 令和8年10月29日（木）
第９回 令和9年  3月10日（水） 令和8年12月  7日（月）
第10回 令和9年  4月19日（月） 令和9年  1月  7日（木）

募集訓練コース、募集日程

○令和9年４月入所希望の新規学校卒業予定の方
　�第５回から第８回までの応募回で応募することもできます。なお、職業
評価（入所選考）については、応募した回の日程で受けていただきます。

○システム設計・管理コースへの応募
　第１回（令和８年６月入所）と第８回（令和９年４月入所）のみです。
○入所日の変更
　�各訓練コースの入所状況等により、応募回の入所日から入所時期が変
更となる場合があります。

※�国立吉備高原職業リハビリテーションセンターへの応募締め切り日：� �
ハローワークから送付する申請書類が国立吉備高原職業リハビリテーショ
ンセンターに到着する日です。応募者は、事前にハローワークと相談した
うえで、早めにハローワークへ申請書類を提出してください。

３DCADを活用した訓練風景視覚障害者の支援機器を活用した訓練風景

令和

8年度
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Ｉ
Ｔ
が
切
り
開
く
、

視
覚
障
害
者
の
新
し
い
可
能
性

化
で
あ
る
。
第
2
回
で
紹
介
し
た
Ａ
さ
ん
の
事

例
が
示
す
よ
う
に
、私
た
ち
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
「
技
術
」
を
教
え
、
就
労
移
行

支
援
事
業
所
が
「
職
場
適
応
」
を
支
え
、
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
が
「
現
場
で
の
定
着
」
を
助
け
る
。

こ
の
よ
う
に
、
各
分
野
の
専
門
家
が
密
に
情
報

共
有
を
行
い
、
チ
ー
ム
と
し
て
一
人
の
当
事
者

を
支
え
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。

私
た
ち
が
目
ざ
す
、

私
た
ち
が
目
ざ
す
、

真
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会

真
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
だ
れ
か
一
方
が
も
う

一
方
を
「
助
け
る
」
だ
け
の
社
会
で
は
な
い
。

企
業
、
当
事
者
、
支
援
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
共
通
言
語
と

し
て
「
協
働
」
す
る
社
会
で
あ
る
。

　

白
杖
、
盲
導
犬
、
ヘ
ル
パ
ー
。
そ
し
て
第
四

の
支
援
者「
Ａ
Ｉ
」。こ
れ
ら
の
す
ば
ら
し
い
パ
ー

ト
ナ
ー
た
ち
と
と
も
に
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま

で
想
像
も
し
な
か
っ
た
未
来
を
、
自
ら
の
手
で

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
連
載
を
通
じ
て
私
は
、
Ｉ
Ｔ
と
Ａ
Ｉ
が

い
か
に
し
て
個
人
の
可
能
性
を
切
り
開
く
か
、

具
体
的
な
事
例
と
と
も
に
語
っ
て
き
た
。
通
勤

の
壁
に
直
面
し
起
業
し
た
私
自
身
の
経
験
（
第

1
回
）、
既
存
ス
キ
ル
を
磨
き
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン

ジ
を
果
た
し
た
Ａ
さ
ん
（
第
2
回
）、
Ｍ
ａ
ｒ

ｋ
ｄ
ｏ
ｗ
ｎ
と
い
う
技
術
で
創
造
性
を
解
放
し

た
教
員
の
Ｂ
さ
ん
（
第
3
回
）、
そ
し
て
Ａ
Ｉ

に
よ
る
「
翻
訳
」
で
行
政
手
続
き
の
壁
を
乗
り

越
え
た
Ｃ
さ
ん
・
Ｄ
さ
ん
夫
婦
（
第
4
回
）※
。

　

こ
れ
ら
の
物
語
は
、
一
つ
の
共
通
し
た
真
実

を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
Ａ
Ｉ
の
登
場
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
障
害
当
事
者
と
社
会
と
の
か
か
わ

り
方
そ
の
も
の
が
、
い
ま
大
き
な
変
革
の
と
き

を
迎
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
時
代
に
お
け
る

「
障
害
」の
再
定
義

「
障
害
」の
再
定
義

　

Ａ
Ｉ
の
進
化
が
も
た
ら
す
も
っ
と
も
大
き
な

変
化
は
、「
障
害
は
個
人
で
は
な
く
、
環
境
と
の

『
摩
擦
』
に
存
在
す
る
」
と
い
う
事
実
を
、
だ
れ

も
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

か
つ
て
は
、
視
覚
情
報
が
な
け
れ
ば
ア
ク
セ

ス
で
き
な
か
っ
た
紙
の
申
込
書
や
見
た
目
で
操

作
す
る
シ
ス
テ
ム
が
、
そ
の
摩
擦
の
正
体
で
あ
っ

た
。
私
た
ち
は
そ
の
摩
擦
の
前
で
立
ち
尽
く
す

し
か
な
か
っ
た
。し
か
し
、Ａ
Ｉ
は
そ
の
摩
擦
を

劇
的
に
低
減
さ
せ
る
強
力
な「
潤
滑
油
」で
あ
り
、

異
な
る
世
界
を
つ
な
ぐ「
翻
訳
機
」と
な
っ
た
。

　

Ａ
Ｉ
は
障
害
そ
の
も
の
を
消
す
魔
法
で
は
な

い
。
し
か
し
、
環
境
の
方
を
個
人
に
あ
わ
せ
て

変
化
さ
せ
る
力
を
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
与

え
て
く
れ
た
の
だ
。

三
者
に
求
め
ら
れ
る

三
者
に
求
め
ら
れ
る

「
役
割
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」

「
役
割
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」

　

こ
の
新
し
い
時
代
に
お
い
て
、
障
害
者
雇
用

に
か
か
わ
る
企
業
、
当
事
者
、
そ
し
て
支
援
者

は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
役
割
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
企
業
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
特
別
な

配
慮
」
か
ら
「
柔
軟
な
プ
ロ
セ
ス
」
へ
の
転
換

で
あ
る
。
合
理
的
配
慮
を
、
高
価
な
シ
ス
テ
ム

改
修
や
特
別
な
人
員
配
置
と
い
っ
た
「
コ
ス
ト
」

と
と
ら
え
る
時
代
は
終
わ
っ
た
。
第
4
回
の
事

例
の
よ
う
に
、
当
事
者
が
Ａ
Ｉ
で
作
成
し
た
テ

キ
ス
ト
デ
ー
タ
で
の
申
請
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

プ
ロ
セ
ス
の
柔
軟
性
こ
そ
が
、
も
っ
と
も
低
コ

ス
ト
で
効
果
的
な
合
理
的
配
慮
と
な
る
。
多
様

な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
る
器
の
大
き
さ

が
、
こ
れ
か
ら
の
企
業
の
競
争
力
に
直
結
す
る

だ
ろ
う
。

　

次
に
障
害
当
事
者
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
支

援
を
待
つ
」
姿
勢
か
ら
「
解
決
策
を
提
案
す
る
」

主
体
性
へ
の
転
換
で
あ
る
。「
で
き
ま
せ
ん
」

で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、「
こ
の
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル

を
使
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
業
務
を
遂
行
で
き
ま

す
」
と
、
自
ら
解
決
策
を
学
び
、
提
示
す
る
姿

勢
が
必
要
だ
。
私
た
ち
は
も
は
や
、
単
な
る
支

援
の
受
け
手
で
は
な
い
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
武

器
に
、
自
ら
の
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
出

す
「
環
境
構
築
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
に
な
る

べ
き
と
き
が
来
て
い
る
。

　

そ
し
て
支
援
者
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、「
個

別
の
支
援
」
か
ら
「
連
携
の
生
態
系
」
へ
の
進

エッセイ

最
終
回

情報アクセシビリティ専門家、
AI活用教育コンサルタント。視
覚障害と肢体不自由の重複障害
がある。東京都立大学卒業後、
福祉情報技術コーディネーター
として独立。障害当事者向けの
IT指導やサポートを行い、転職
や自立につながった実績も多
数。共著に『24色のエッセイ』、
『本から生まれたエッセイの本』
（みらいパブリッシング）がある。
https://fukurou-assist.net

株式会社ふくろうアシスト
代表取締役

河和 旦
（かわ ただし）

Ａ
Ｉ
時
代
の
新
た
な
役
割
革
命

～
障
害
者
雇
用
と「
協
働
」の
未
来
図
～

※�本連載の第1回（2025年10月号）～第4回（2026年1月号）はJEEDホームページからもご覧になれます。
https://www.jeed.go.jp/disability/data/works/backnumber.html
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こ
れ
ま
で
、
本
誌
「
編
集
委
員
が
行
く
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
多
く
の
企
業
や
事
業
所
を
訪
ね
、

最
前
線
の
現
場
で
取
材
を
し
て
き
た
本
誌
編
集
委
員
の
松ま
つ
爲い

信の
ぶ
雄お

さ
ん
を
司
会
に
迎
え
、
障

害
の
あ
る
社
員
お
二
人
と
、
そ
の
お
二
人
が
勤
務
す
る
企
業
の
担
当
者
の
方
々
に
よ
る
座
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
働
く
こ
と
を
通
し
て
感
じ
た
リ
ア
ル
な
思
い
」
を
語
り
合
っ
た
当
日

の
模
様
を
、
今
号
よ
り
２
回
に
わ
た
り
お
届
け
し
ま
す
。

　
第
１
部
は
、
障
害
の
あ
る
社
員
に
就
職
の
き
っ
か
け
か
ら
不
安
や
つ
ま
ず
き
、
現
在
の
会

社
で
長
く
働
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
ま
で
の
歩
み
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特 別 企 画

座談会
第１部

声
 働く障害社員の
リアルな 　 を聞く

松
爲　

私
は
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
障
害
者
雇

用
の
現
場
で
お
話
を
う
か
が
っ
て
き
ま
し
た

が
、
ど
う
し
て
も
会
社
側
の
説
明
や
管
理
者

の
視
点
に
偏
り
が
ち
だ
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、本
当
に
知
り
た
い
の
は
、「
い
ま
、

そ
こ
で
働
い
て
い
る
一
人
ひ
と
り
の
リ
ア
ル

な
実
感
」
で
す
。
職
場
に
は
〝
楽
し
い
こ
と
〟

や
〝
や
り
が
い
〟
だ
け
で
は
な
く
、〝
こ
こ

が
た
い
へ
ん
〟、〝
こ
こ
で
つ
ま
ず
い
た
〟
と

い
う
場
面
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
な

お
働
き
続
け
て
い
る
方
た
ち
が
、何
に
悩
み
、

ど
う
乗
り
越
え
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
居
場

所
を
つ
く
っ
て
き
た
の
か
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス

に
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
や
障
害
者
雇

用
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

き
る
だ
け
率
直
に
う
か
が
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

社
長
や
上
司
の
前
で
は
話
し
づ
ら
い
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
じ

よ
う
に
働
く
全
国
の
仲
間
た
ち
に
「
自
分
だ

け
で
は
な
い
」
と
伝
え
合
え
る
よ
う
な
、
等

身
大
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紡
い
で
い
た
だ
き
た

い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
今
回
は
あ
え
て
飾

ら
な
い
座
談
会
形
式
で
、
じ
っ
く
り
お
話
を

う
か
が
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

１
．�入
社
の
き
っ
か
け
、�

こ
の
会
社
を
選
ん
だ
理
由
と
は
？

松
爲　

ま
ず
は
、
お
二
人
が
い
ま
の
会
社
に

入
ら
れ
た
き
っ
か
け
か
ら
う
か
が
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
横
田
さ
ん
、
前
職
か
ら
栄
和
産
業

入
社
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
教
え
て
も
ら
え

　

そ
こ
で
今
回
は
、
株
式
会
社
栄え

い

和わ

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

（
以
下
、「
栄
和
産
業
」）
さ
ん
と
有
限
会
社

川か
わ

田だ

製せ
い

作さ
く

所し
ょ

（
以
下
、「
川
田
製
作
所
」）
さ

ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
栄
和
産
業
の
企
画
部

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
精
神
障
害
の
あ
る
横よ

こ

田た

博ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
（
以
下
、「
横
田
さ
ん
」）、
川
田

製
作
所
で
生
産
管
理
・
経
理
業
務
を
に
な
う

発
達
障
害
の
あ
る
佐さ

さ々

木き

彩あ
や

花か

さ
ん（
以
下
、

「
佐
々
木
さ
ん
」）
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
障
害
の
あ
る
お
二
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前

職
で
の
体
調
不
良
や
進
路
選
択
の
迷
い
を
経

て
、
い
ま
の
職
場
に
出
会
い
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
今
日
は
就
職
の
き
っ
か
け
、
働
き
始
め

た
こ
ろ
の
不
安
、
周
囲
の
支
え
、
自
分
な
り

の
工
夫
、
そ
し
て
こ
の
会
社
で
長
く
働
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
る
ま
で
の
歩
み
を
、
で

本誌の松爲信雄編集委員
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司会者プロフィール 企業データ

ま
す
か
？

横
田　

は
い
。
も
と
も
と
は
社
員
が
40
名
く

ら
い
の
テ
ン
ト
倉
庫
を
つ
く
る
会
社
で
、
現

場
管
理
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
も
あ
っ
て
体
調
を
崩

し
て
し
ま
い
、「
こ
の
ま
ま
続
け
る
の
は
つ

ら
い
な
」
と
感
じ
て
退
職
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
病
院
の
紹
介
で
、
と
あ
る
就
労

移
行
支
援
事
業
所
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
そ

こ
か
ら
福
祉
の
世
界
や
障
害
者
雇
用
の
仕
組

み
を
知
っ
た
の
で
す
。
し
ば
ら
く
訓
練
を
続

け
た
あ
と
、「
綾
瀬
市
（
神
奈
川
県
）
内
に

あ
る
事
業
所
へ
職
場
実
習
に
行
け
る
人
は
い

ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
形
で
栄
和
産
業
さ
ん

か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
実
習
に
参
加

し
ま
し
た
。

松
爲　

実
習
の
と
き
、
ど
ん
な
点
が
〝
こ
こ

で
働
い
て
み
よ
う
〟
と
い
う
決
め
手
に
な
っ

た
の
で
す
か
？

横
田　

一
番
大
き
か
っ
た
の
は
、
実
習
時
の

担
当
社
員
に「
急
が
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
や
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
で

す
。
前
職
で
は
、
急
に
現
場
に
送
り
込
ま
れ

て
叱
責
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
自
分
の
ペ
ー

ス
を
つ
か
む
こ
と
が
ま
っ
た
く
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

職
場
実
習
の
と
き
は
、「
朝
８
時
か
ら
働

け
る
だ
ろ
う
か
」
と
か
、「
人
間
関
係
は
大

丈
夫
だ
ろ
う
か
」
と
か
、
不
安
だ
ら
け
だ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
一
言
で
肩
の
力
が
抜
け

ま
し
た
。
年
齢
の
近
い
人
が
多
く
、
い
わ
ゆ

る
上
下
関
係
が
厳
し
く
一
方
的
な
叱
ら
れ
方

を
す
る
よ
う
な
雰
囲
気
も
あ
ま
り
な
く
、
企

画
部
と
い
う
当
時
新
し
く
立
ち
上
が
っ
た
部

署
で
、ゼ
ロ
か
ら
一
緒
に
職
場
環
境
を
つ
く
っ

て
い
け
る
感
じ
が
し
た
の
も
大
き
か
っ
た
で

す
ね
。

松
爲　

な
る
ほ
ど
。〝
人
〟
と
〝
空
気
感
〟

が
決
め
手
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
続
い
て

佐
々
木
さ
ん
、
高
校
か
ら
の
進
路
選
択
の
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木　

私
は
高
校
３
年
生
の
と
き
の
企
業

見
学
が
き
っ
か
け
で
す
。
就
職
に
向
け
た
企

業
見
学
の
な
か
で
た
っ
た
１
日
き
り
で
す
が
、

少
し
だ
け
実
際
の
仕
事
も
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
事
務
の
仕
事

を
体
験
し
た
と
き
に〝
こ
れ
な
ら
自
分
に
合
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
〟
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
就
職
の
条
件
と
し
て
、
私
は
車

の
運
転
に
は
あ
ま
り
自
信
が
な
か
っ
た
の
で
、

〝
電
車
で
通
え
る
範
囲
〟
で
あ
る
こ
と
と
、
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障
害
者
雇
用
に
力
を
入
れ
て
い
る
企
業
で
あ

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
求
人
票
を
探
し
て
い
た

ら
、
た
ま
た
ま
電
車
で
通
え
て
、
障
害
者
雇

用
で
社
会
貢
献
さ
れ
て
い
る
川
田
製
作
所
を

知
り
、
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

松
爲　

見
学
の
と
き
の
印
象
は
い
か
が
で
し

た
か
？

佐
々
木　

求
人
票
に
「
障
害
者
雇
用
に
力
を

入
れ
て
い
る
会
社
で
す
」
と
書
い
て
あ
っ
て
、

実
際
に
見
学
に
行
く
と
、
身
体
障
害
の
あ
る

方
や
知
的
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
障
害
の
あ
る
人
が
一
緒
に
働
い
て
い
ま
し

た
。
自
分
と
同
じ
障
害
の
人
は
い
な
い
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、〝
い
ろ
い
ろ
な
人
が
あ

た
り
前
に
働
い
て
い
る
場
所
な
の
だ
〟
と
わ

か
っ
て
、
安
心
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
企
業
見
学
の
な
か
で
少
し
だ

け
受
発
注
の
登
録
作
業
を
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
か
ら
の
注
文
を
間

違
い
な
く
処
理
し
て
、
納
品
ま
で
つ
な
げ
る

仕
事
で
、「
請
求
書
を
出
し
忘
れ
た
ら
信
用

問
題
に
な
る
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
、〝
て

い
ね
い
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
す
ご
く
大
事

な
の
だ
〟
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
責

任
感
が
必
要
な
事
務
の
仕
事
な
ら
、
自
分
も

が
ん
ば
っ
て
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、

川
田
製
作
所
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

２
．�

働
き
始
め
た
こ
ろ
の
不
安
、�

そ
し
て
つ
ま
ず
き

松
爲　

で
は
、
実
際
に
働
き
始
め
て
か
ら
の

〝
現
場
の
感
覚
〟
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
や
つ
ま
ず
い
た
こ
と
、
そ
れ
を

ど
う
乗
り
越
え
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
佐
々
木
さ
ん
、
生
産
管
理
の
仕
事
を

任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

佐
々
木　

も
と
も
と
は
経
理
や
受
発
注
の
事

務
を
担
当
し
て
い
た
の
で
す
が
、
２
年
ほ
ど

前
に
、
生
産
管
理
を
担
当
し
て
い
た
ベ
ト
ナ

ム
人
の
方
が
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
、急
き
ょ

そ
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
継
期
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、
正
直
に
い
う

と
、〝
生
産
管
理
な
ん
て
や
っ
た
こ
と
が
な

い
の
に
無
理
！
〟
と
最
初
は
思
い
ま
し
た
し
、

上
司
に
も
「
別
の
人
に
や
っ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
か
」
と
一
度
は
お
願
い
し
た
く
ら
い
で
す
。

で
も
、
周
り
の
先
輩
方
が
プ
ロ
セ
ス
を
書
き

出
し
て
く
れ
た
り
、「
今
日
は
こ
こ
ま
で
や
っ

て
み
よ
う
」
と
少
し
ず
つ
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
り
し
た
の
で
、
ま
ず
は
自
分
な
り
の
覚
え

方
を
工
夫
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

松
爲　

具
体
的
に
は
、
ど
ん
な
工
夫
を
さ
れ

た
の
で
す
か
？

佐
々
木　

一
番
大
き
か
っ
た
の
は
、
作
業
手

順
を
動
画
に
撮
ら
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。

「
忘
れ
ち
ゃ
う
の
で
撮
っ
て
も
い
い
で
す

か
？
」
と
お
願
い
し
て
、
実
際
の
作
業
の
流

れ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
ま
し
た
。

あ
と
で
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き
に
見
返
せ

る
の
で
、
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
か
な
く
て

す
み
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、そ
れ
で
も
間
違
え
そ
う
に
な
っ

た
り
、〝
こ
れ
は
こ
の
順
番
で
合
っ
て
い
る

か
な
？
〟
と
不
安
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
と
き
は
、「
す
み
ま
せ
ん
、
こ
こ

か
ら
先
が
わ
か
ら
な
い
で
す
」
と
素
直
に
周

り
の
人
に
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
分

で
も
〝
諦
め
な
い
こ
と
が
大
切
〟
だ
と
メ
モ

に
書
い
て
、
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に

見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

松
爲　
「
自
分
で
動
画
を
撮
る
」、「
わ
か
ら

な
い
と
き
は
素
直
に
聞
く
」。
と
て
も
大
事

な
工
夫
で
す
ね
。
横
田
さ
ん
は
、
入
社
当
初

ど
ん
な
不
安
が
あ
り
ま
し
た
か
？

横
田　

僕
の
場
合
は
、
人
間
関
係
と
自
分
の

立
場
へ
の
不
安
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
栄

和
産
業
に
入
っ
た
当
時
、
従
業
員
は
１
６
０

〜
１
７
０
人
ほ
ど
で
、
前
の
職
場
と
は
規
模

も
雰
囲
気
も
違
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
で
の
入
社
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、〝
こ
ん

な
に
人
が
多
い
職
場
で
ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
の
だ
ろ
う
か
〟
と
い

う
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
障
害
者
雇
用
で
入
社
す
る

こ
と
へ
の
戸
惑
い
で
す
。
自
分
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
取
得
す
る
か
ど
う
か
決

有限会社川田製作所で生産管理・経理業務
をになう佐々木彩花さん
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め
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
手
帳

取
得
を
決
め
て
か
ら
は
、
障
害
者
枠
に
応
募

す
る
こ
と
に
抵
抗
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
一
般
枠
で
働
い
て
き

た
の
で
、
そ
の
違
い
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

松
爲　

そ
の
戸
惑
い
は
、
ど
の
よ
う
に
和
ら

い
で
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田　

ま
ず
、
会
社
側
か
ら
「
障
害
が
あ
っ

て
も
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
を

積
ん
で
い
い
」
と
は
っ
き
り
い
っ
て
も
ら
え

た
こ
と
で
す
ね
。「
現
場
に
は
障
害
の
あ
る

社
員
で
役
職
に
就
い
て
い
る
人
も
い
る
よ
」

と
聞
い
て
、〝
こ
こ
な
ら
自
分
も
長
く
働
い

て
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
〟
と
い
う
感
覚
を

少
し
ず
つ
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
企
画
部
の
仕
事
は
、
現
場
か

ら
情
報
を
集
め
て
整
理
し
た
り
、
新
し
い
仕

組
み
を
考
え
た
り
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
の
で
、

最
初
は
〝
だ
れ
が
だ
れ
だ
か
わ
か
ら
な
い
〟

状
態
で
も
、
少
し
ず
つ
現
場
に
足
を
運
ん
で

顔
と
名
前
を
覚
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
自

分
か
ら
挨
拶
を
し
て
、「
〇
〇
さ
ん
の
と
こ

ろ
に
お
邪
魔
し
て
い
る
横
田
で
す
」
と
声
を

か
け
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
距
離
が
縮
ま
っ

て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。

3
．�
働
き
や
す
さ
を
支
え
る�

職
場
環
境
と
は
？

松
爲　

次
に
、「
働
き
や
す
い
と
感
じ
る
職

場
環
境
」
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

横
田
さ
ん
、
栄
和
産
業
の
ど
ん
な
点
が
働

き
や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す

か
。

横
田　

一
番
大
き
い
の
は
、「
す
み
ま
せ
ん
、

わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
い
え
る
雰
囲
気
が
あ
る

こ
と
で
す
。
上
司
や
先
輩
が
、
障
害
の
特
性

に
つ
い
て
勉
強
し
て
く
れ
て
い
て
、〝
ゼ
ロ

か
ら
全
部
教
え
込
む
〟
の
で
は
な
く
、「
こ

こ
ま
で
は
理
解
で
き
て
い
る
か
ら
、
そ
の
先

を
一
緒
に
考
え
よ
う
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で

指
導
し
て
く
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
新
し
い
業
務
を
任
さ
れ
た
と
き
、

自
分
の
や
り
方
を
試
し
な
が
ら
進
め
ま
す
が
、

失
敗
を
し
て
、「
こ
こ
が
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
確
認
し
な
が
ら
覚
え
て
い
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
に
責
め

る
の
で
は
な
く
、「
じ
ゃ
あ
、
ど
う
し
た
ら

次
は
う
ま
く
い
く
か
一
緒
に
考
え
よ
う
」
と

い
っ
て
く
れ
る
の
で
、
自
分
か
ら
も
ど
ん
ど

ん
質
問
し
や
す
い
環
境
で
す
し
、
仕
事
へ
の

理
解
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

松
爲　
〝
質
問
で
き
る
雰
囲
気
〟
は
と
て
も

重
要
で
す
ね
。
横
田
さ
ん
は
現
在
、
副
主
任

と
し
て
部
下
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
立
場
か
ら
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

横
田　

い
ま
企
画
部
に
は
、
私
を
含
め
て
数

人
の
メ
ン
バ
ー
が
い
て
、
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
一
緒
に
働
い
て
い
ま
す
。
部
下
で

あ
っ
て
も
〝
障
害
者
だ
か
ら
〟
と
特
別
扱
い

す
る
の
で
は
な
く
、
仕
事
の
内
容
や
責
任
は

で
き
る
だ
け
平
等
に
考
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

た
だ
、
伝
え
方
や
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
は
人

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見

え
る
化
が
得
意
な
人
も
い
れ
ば
、
口
頭
の
ほ

う
が
理
解
し
や
す
い
人
も
い
る
の
で
、
本
人

と
相
談
し
な
が
ら
や
り
方
を
調
整
し
て
い
ま

す
。
企
画
部
を
〝
モ
デ
ル
部
署
〟
と
し
て
、

整
理
整
頓
や
改
善
活
動
を
進
め
、
そ
れ
を
全

社
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
、
い
ま
の
自
分

の
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

松
爲　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。で
は
佐
々

木
さ
ん
、〝
こ
こ
は
働
き
や
す
い
な
〟
と
感

じ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
々
木　

私
は
〝
人
間
関
係
が
温
か
い
こ
と
〟

と
、〝
自
分
の
基
本
姿
勢
を
認
め
て
も
ら
え

る
こ
と
〟
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
人
間
関
係
の
面
で
は
、
リ
ー
ダ
ー

や
先
輩
方
が
発
達
障
害
に
つ
い
て
勉
強
し
て

く
れ
て
い
て
、
指
示
が
曖
昧
な
と
き
は
私
が

確
認
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま

す
。「
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
聞

い
て
ね
」
と
い
っ
て
も
ら
え
る
の
で
、「
こ

こ
ま
で
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
先

が
不
安
で
す
」
と
素
直
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
就
職
活
動
の
と
き
に
先
生

か
ら
指
示
を
受
け
た
〝
挨
拶
・
返
事
・
笑
顔
〟

「整理整頓や改善活動、新しい制度づくりに
チャレンジしたい」と話す横田さん
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を
職
場
で
も
活
か
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
小

学
生
の
こ
ろ
に
児
童
会
で
挨
拶
運
動
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
、

い
ま
で
も
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
に
相

手
の
名
前
を
つ
け
て
挨
拶
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。「
○
○
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
い
う
と
、
相
手
も
笑
顔
で
返
し
て

く
れ
て
、
自
然
と
距
離
が
縮
ま
り
ま
す
。

松
爲　

制
度
面
で
の
配
慮
に
つ
い
て
は
い
か

が
で
す
か
。

佐
々
木　

有
給
休
暇
が
取
り
や
す
い
の
は
、

と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
特
に
何
か
予
定

を
入
れ
た
い
と
き
は
、
１
日
お
休
み
を
い
た

だ
け
る
環
境
で
す
。
土
日
に
混
む
場
所
で
も
、

平
日
に
行
く
と
〝
こ
ん
な
に
違
う
ん
だ
〟
と

実
感
で
き
ま
す
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
ま

た
仕
事
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
え
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
役
職

に
就
け
る
と
い
う
点
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

会
社
に
は
80
歳
ま
で
働
き
続
け
た
先
輩
も
い

て
、
そ
の
方
は
別
部
署
で
し
た
が
、
休
憩
時

間
に
い
ろ
い
ろ
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
姿
が
〝
自
分
も
定
年
後
は
再
雇
用
で
挑
戦

し
た
い
〟
と
思
う
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
っ
て

い
ま
す
。

４
．�

仕
事
の
や
り
が
い
と
、�

将
来
へ
の
展
望
は
？

 

松
爲　

次
に
、
現
在
の
仕
事
の
や
り
が
い
や

成
長
の
実
感
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

佐
々
木
さ
ん
、
経
理
や
生
産
管
理
の
仕
事

で
、〝
成
長
し
た
な
〟
と
感
じ
る
場
面
は
あ

り
ま
す
か
。

佐
々
木　

は
い
。
年
末
調
整
な
ど
の
専
門
的

な
経
理
業
務
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最

初
は
〝
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
書
類
を
扱
っ

て
大
丈
夫
か
な
〟と
不
安
で
し
た
が
、チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
自
分
で
つ
く
っ
て
、
一
つ
ひ
と

つ
確
認
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
で
、
ミ
ス
を

減
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
消
耗
品
を
購

入
す
る
と
き
に
、〝
送
料
が
も
っ
た
い
な
い

か
ら
、
ほ
か
に
必
要
な
も
の
も
ま
と
め
て
買

お
う
〟
と
工
夫
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
さ
な
こ
と
で
す
が
、〝
こ
の
買
い
方
な
ら

会
社
の
経
費
節
約
に
も
つ
な
が
る
な
〟
と
考

え
な
が
ら
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
自

分
の
な
か
で
の
変
化
だ
と
思
い
ま
す
。

松
爲　

将
来
の
働
き
方
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
か
。

佐
々
木　

私
は
〝
定
年
ま
で
働
き
た
い
〟
と

い
う
の
が
一
番
の
目
標
で
す
し
、
も
し
再
雇

用
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
、
80
歳
ま
で
挑

戦
し
て
み
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、会
社
に
は
ベ
ト
ナ
ム
人
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
、
中
国
人
の
方
も
い
て
、
多
国
籍

な
職
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
前
任
の
ベ

ト
ナ
ム
人
の
方
か
ら
少
し
ず
つ
ベ
ト
ナ
ム
語

を
教
え
て
も
ら
い
、
い
ま
も
特
定
技
能
の
方

に
〝
こ
の
い
い
方
で
合
っ
て
ま
す
か
？
〟
と

質
問
し
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
す
。
将
来
、

技
能
実
習
生
が
入
社
し
て
き
た
と
き
に
、
簡

単
な
説
明
を
手
伝
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な

れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
爲　

ま
さ
に
〝
社
内
の
通
訳
〟
兼
〝
ム
ー

ド
メ
ー
カ
ー
〟
で
す
ね
。
で
は
横
田
さ
ん
、

企
画
部
の
仕
事
の
や
り
が
い
と
、
今
後
の
展

望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

横
田　

僕
の
一
番
の
強
み
は
「
継
続
で
き
る

こ
と
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
前
職
は
１
年

半
ほ
ど
で
退
職
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
い

ま
の
会
社
で
は
６
年
続
け
て
働
く
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
自
体
が
、
自
分
に
と
っ

て
大
き
な
成
果
で
す
。

　

企
画
部
で
は
、
社
内
名
刺
の
作
成
な
ど
も

担
当
し
て
い
て
、「
20
枚
追
加
で
お
願
い
で

き
ま
す
か
？
」と
頼
ま
れ
て
納
品
す
る
と
、「
あ

り
が
と
う
、
助
か
っ
た
よ
」
と
い
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
製
造
業
の
事
務

作
業
は
や
っ
て
当
然
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

直
接
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
で
、

〝
自
分
の
仕
事
が
だ
れ
か
の
役
に
立
っ
て
い

る
〟
と
実
感
で
き
ま
す
。

松
爲　

そ
の
「
他
者
貢
献
の
実
感
」
が
、
自

己
受
容
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

横
田　

そ
う
で
す
ね
。
障
害
が
あ
る
こ
と
で
、

自
分
自
身
を
責
め
た
り
、
社
会
か
ら
色
眼
鏡

で
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
仕
事
を
通
じ
て

「定年まで働き、80歳まで挑戦してみたい」
と話す佐々木さん
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〝
自
分
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
〟
を
み
つ
け
、「
あ

な
た
が
い
て
助
か
っ
た
」
と
い
っ
て
も
ら
え

る
と
、〝
障
害
が
あ
っ
て
も
、
自
分
は
社
会

の
一
員
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
役
割
を
果
た
し
て

い
る
ん
だ
〟
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
企
画
部
を
〝
モ
デ
ル
部
署
〟

と
し
て
、
整
理
整
頓
や
改
善
活
動
、
新
し
い

人
事
制
度
や
評
価
制
度
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
ず
は
少
人
数
の

職
場
で
試
し
て
み
て
、
う
ま
く
い
っ
た
ら
社

内
全
体
に
広
げ
て
い
く
。
失
敗
し
た
ら
「
す

み
ま
せ
ん
、
失
敗
し
ま
し
た
」
と
い
っ
て
や

り
方
を
修
正
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
や
っ
て
、

少
し
ず
つ
会
社
全
体
を
よ
く
し
て
い
く
こ
と

が
、
自
分
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

強
み
を
自
覚
し
、

仕
事
に
活
か
せ
る
職
場
環
境
が

障
害
者
の
キ
ャ
リ
ア
を
後
押
し
す
る

松
爲　

お
二
人
の
話
を
う
か
が
っ
て
あ
ら
た

め
て
感
じ
た
の
は
、〝
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
〟

よ
り
も
〝
日
々
の
か
か
わ
り
方
〟
が
、
働
き

続
け
る
力
を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
生
産
管
理
と
い
う
未
知

の
業
務
を
突
然
任
さ
れ
な
が
ら
も
、
動
画
撮

影
や
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

見
え
る
化
と
い
っ
た
工
夫
を
積
み
重
ね
、「
諦

め
な
い
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
言
葉
通
り
一

歩
ず
つ
自
分
の
仕
事
を
広
げ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
、「
わ
か
ら
な
か
っ
た

ら
聞
い
て
い
い
」、「
挨
拶
・
返
事
・
笑
顔
を

大
事
に
す
る
あ
な
た
を
応
援
す
る
」
と
い
う
、

職
場
全
体
の
受
け
と
め
方
と
明
確
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
横
田
さ
ん
は
、
前
職
を
退
職
後
、

就
労
移
行
支
援
事
業
所
へ
の
通
所
と
職
場
実

習
を
通
じ
て「
急
が
ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
や
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
上
司
の
言
葉
に
出
会

い
、〝
こ
こ
な
ら
自
分
も
や
っ
て
い
け
る
か

も
し
れ
な
い
〟
と
い
う
感
覚
を
取
り
戻
し
ま

し
た
。
企
画
部
と
い
う
新
し
い
部
署
で
、
整

理
整
頓
や
改
善
活
動
、
新
し
い
制
度
づ
く
り

に
挑
戦
し
、
そ
の
成
果
を
全
社
に
広
げ
て
い

こ
う
と
す
る
姿
は
、
ま
さ
に
〝
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
経
営
の
に
な
い
手
〟
と
い
っ
て
よ
い
と

思
い
ま
す
。

　

お
二
人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
自
分
の

強
み
を
自
覚
し
、
そ
れ
を
職
場
の
な
か
で
活

か
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
何

よ
り
重
要
な
の
は
、
会
社
側
が
「
障
害
者
だ

か
ら
特
別
」
で
は
な
く
、「
一
人
の
社
員
と

し
て
、
ど
う
成
長
し
、
ど
う
役
割
を
果
た
し

て
い
け
る
か
」
と
い
う
視
点
で
向
き
合
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

な
い
役
職
登
用
、
多
国
籍
な
メ
ン
バ
ー
と
と

も
に
働
く
環
境
づ
く
り
な
ど
、
制
度
と
文
化

の
両
面
か
ら
「
と
も
に
働
く
土
台
」
が
整
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
今
回
の
座

談
会
の
目
的
は
「
思
い
を
全
部
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
お
二

人
の
リ
ア
ル
な
声
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、

障
害
に
よ
り
生
じ
る
困
難
と
、
そ
の
困
難
を

周
囲
の
支
え
と
自
分
自
身
の
工
夫
で
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
姿
で
す
。
同
じ
よ
う
に
悩
み

な
が
ら
働
く
多
く
の
方
々
に
、「
自
分
も
こ

こ
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
み
よ
う
」
と
思
っ

て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て

い
ま
す
。―

―
・
―
―
・
―
―
・
―
―

　

次
号
で
は
第
2
部
と
し
て
、
お
二
人
が
勤

務
す
る
企
業
担
当
者
の
座
談
会
の
模
様
を
お

届
け
し
ま
す
。

座談会参加のみなさま。左から栄和産業の横田さん、同社代表取締役の伊
い

藤
とう

正
まさ

貴
たか

さん、松爲委員、川田製作所代表取締役の川
かわ

田
だ

俊
しゅん

介
すけ

さん、
同社の佐々木さん
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省 庁農福連携の推進について
農林水産省 農村振興局 都市農村交流課

１　

広
が
り
を
見
せ
る
農
福
連
携

　

農
福
連
携
は
、
農
業
と
福
祉
が
連
携
し
、
障
害
者
の
農
業
分
野
で
の
活
躍
を
通

じ
て
、
農
業
経
営
の
発
展
と
と
も
に
、
障
害
者
の
自
信
や
生
き
が
い
を
創
出
し
、

社
会
参
画
を
実
現
す
る
取
組
で
す
。

　

農
業
の
労
働
力
確
保
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
農
業
・
農
村
分
野
、
障
害
者

の
働
く
場
の
確
保
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
福
祉
分
野
、
そ
の
両
者
が
連
携
す

る
こ
と
で
、
双
方
の
課
題
を
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
か
ら
、
農
福

連
携
の
取
組
が
推
進
さ
れ
て
き
て
お
り
、
現
在
、
様
々
な
形
で
取
組
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
で
暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
の
社
会
参
画
を
図
る
観
点
か
ら
、
農
福

連
携
を
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
取
組
と
し
て
、
障
害
者
の
み
な
ら
ず
、
高
齢
者
、
生

活
困
窮
者
、
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
者
等
の
就
労
・
社
会
参
画
支
援
、
犯
罪

を
し
た
者
等
の
立
ち
直
り
支
援
等
に
も
対
象
を
広
げ
、
ま
た
、
そ
の
分
野
も
農
業

の
み
な
ら
ず
林
業
や
水
産
業
に
広
げ
る
農
福
連
携
等
も
推
進
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

農
福
連
携
は
、
農
業
者
が
障
害
者
を
雇
用
す
る
形
、
障
害
者
就
労
施
設
が
農
業

生
産
や
農
産
物
加
工
に
取
り
組
む
形
の
ほ
か
、
障
害
者
就
労
施
設
が
農
業
者
の
元

に
出
向
き
、
農
作
業
の
一
部
を
請
け
負
う
事
例
、
特
例
子
会
社
が
農
業
に
参
入
す

る
、
も
し
く
は
地
域
の
農
作
業
を
請
け
負
う
事
例
な
ど
、
地
域
の
実
情
や
課
題
に

則
し
た
様
々
な
農
福
連
携
の
形
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
福
連
携
等
に
取
り
組
む
主
体
は
、
令
和
６
年
度
末
時
点
で
８
２
７
７

件
と
、
こ
の
５
年
間
で
約
２
倍
と
な
る
な
ど
、
農
福
連
携
の
取
組
は
着
実
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

２　

農
福
連
携
推
進
の
方
向
性

　

こ
れ
ま
で
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
内
閣
官
房
長
官
を
議
長
と
す
る
「
農

福
連
携
等
推
進
会
議
」
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
「
農
福
連
携
等
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
基
づ
き
、
①
官
民
が
連
携
す
る
農
福
連
携
等
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
実
施
す

る
ノ
ウ
フ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
の
選
定
・
公
表
に
よ
る
優
良
事
例
の
横
展
開
、
②
障
害

特
性
等
を
踏
ま
え
た
農
福
連
携
の
実
践
手
法
を
現
場
で
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
専
門
人

材
の
育
成
、
③
障
害
者
が
農
作
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
生
産
施
設
や
休
憩
所
、

ト
イ
レ
等
の
整
備
等
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
農
福
連
携
等
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
決
定
か
ら
５
年
後
の
２
０
２
４
年
に
は
、

農
福
連
携
等
推
進
会
議
に
お
い
て
「
農
福
連
携
等
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
（
２
０
２
４
改

訂
版
）」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
地
域
で
広
げ
る
」、「
未

来
に
広
げ
る
」、「
絆
を
広
げ
る
」
を
新
た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
引
き
続
き
政

府
一
体
と
な
っ
て
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
の
ほ
か
、
法
務
省
、
文
部
科
学

省
の
関
係
４
省
庁
で
連
携
し
て
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
、
令
和
12
年
度
末
ま
で
に
農
福
連
携
等
に
取
り
組
む
主
体
数
を
１
２
０
０

０
以
上
、
地
域
協
議
会
に
参
加
す
る
市
町
村
数
を
２
０
０
以
上
と
す
る
目
標
が
設

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
①
地
域
協
議
会
等
の
活
動
を
通
じ
た

地
域
単
位
で
の
推
進
体
制
づ
く
り
の
後
押
し
、
②
11
月
29
日
を
「
ノ
ウ
フ
ク
の
日
」

に
制
定
し
、
企
業
・
消
費
者
も
巻
き
込
ん
だ
農
福
連
携
等
の
更
な
る
展
開
や
普
及
、

③
世
代
や
障
害
の
有
無
を
超
え
た
多
様
な
者
の
交
流
・
参
画
の
場
と
し
て
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
農
園
の
普
及
・
拡
大
な
ど
の
取
組
も
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す（
図
）。

３　

農
福
連
携
の
更
な
る
展
開
や
普
及
に
向
け
た
取
組

　

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
で
あ
る
「
未
来
に
広
げ
る
」
の
下
で
、

新
た
な
価
値
の
発
信
と
し
て
「
農
福
連
携
等
へ
の
企
業
の
参
画
を
促
し
、
多
様
な

ア
イ
デ
ア
、技
術
、人
を
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
や
付
加
価
値
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
形
で
農
福
連
携
等
に
携
わ
る
者

が
増
加
し
て
い
く
よ
う
、
取
組
を
推
進
す
る
」
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
企
業
に
よ
る

農
福
連
携
等
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
農
福
連
携
等
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

専
門
部
会
と
し
て
「
農
福
連
携
等
企
業
部
会
」
が
令
和
７
年
８
月
４
日
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
11
月
29
日
の
「
ノ
ウ
フ
ク
の
日
」
を
中
心
と
し
た
11
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
期
間
を
「
も
っ
と
も
っ
と
ノ
ウ
フ
ク
２
０
２
５
」
と
し
て
、
12
月

１
日
の
「
ノ
ウ
フ
ク
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
始
め
、
全
国
81
か
所
で
農
福
連
携

の
更
な
る
普
及
・
啓
発
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ノ
ウ
フ

ク
の
日
の
制
定
を
契
機
と
し
て
、
今
後
も
消
費
者
や
企
業
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

国
民
的
運
動
と
し
て
農
福
連
携
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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図　農福連携等推進ビジョン（2024改訂版）に基づく施策の推進方向について

　

ま
た
、
農
福
連
携
に
取
り
組
む
団
体
、
企
業
等
の
優
良
事
例
21
団
体
が
農
福
連

携
等
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
主
催
す
る
「
ノ
ウ
フ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
６
年
間
で
延
べ
１
３
１
団
体
（
45
都
道
府
県
）

の
優
良
事
例
を
表
彰
し
、
各
地
に
横
展
開
す
る
こ
と
等
を
通
じ
て
更
な
る
普
及
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
福
連
携
等
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
農
福
連
携
の
活
動
趣
旨
に
賛
同
し
、

参
加
い
た
だ
け
る
企
業
・
団
体
の
方
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ
を
御
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
農
福
連
携
の
推
進
に
向

け
て
、
今
後
も
様
々
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
情
報
も
是

非
御
参
照
く
だ
さ
い
。

４　

農
福
連
携
に
よ
る
障
害
者
雇
用
の
事
例

　
農
福
連
携
に
取
り
組
み
、
障
害
者
雇
用
を
行
っ
て
い
る
事
例
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。
ノ
ウ
フ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
賞
を
受
賞
さ
れ
た
茨
城
県

水
戸
市
の
「
Ｊ
Ｘ
金
属
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
内
原
フ
ァ
ー
ム
）」

は
、
令
和
４
年
の
設
立
後
、
令
和
５
年
に
Ｊ
Ｘ
金
属
株
式
会
社
の
特
例
子
会
社
と

し
て
認
定
さ
れ
、
地
域
の
農
業
専
門
学
校
で
あ
る
日
本
農
業
実
践
学
園
と
連
携
の

上
、
自
社
農
園
で
あ
る
内
原
フ
ァ
ー
ム
で
農
業
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
同
学
園
等

へ
の
援
農
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
時
点
で
８
名
の
障
害
者
を
直
接
雇

用
し
て
お
り
、
障
害
を
持
つ
社
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
適
性
に
応
じ
た
作
業
を
担
当
し

た
り
、
全
員
リ
ー
ダ
ー
制
を
採
用
す
る
こ
と
で
自
分
の
仕
事
に
や
り
が
い
と
責
任

を
持
つ
よ
う
な
環
境
を
創
出
し
た
り
と
、
様
々
な
工
夫
に
よ
り
障
害
者
が
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
環
境
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
農
業
実
践
学
園
及

び
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム
の
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
と
連
携
し
、
内
原
フ
ァ
ー
ム
で
生

産
さ
れ
た
農
作
物
を
同
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
試
合
会
場
で
販
売
し
た
り
、
内
原

フ
ァ
ー
ム
で
働
く
障
害
の
あ
る
社
員
が
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
設
立
し
た
障
害

者
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
も
所
属
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、「
農
業
×
福
祉
×
ス
ポ
ー

ツ
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農福連携等 
応援コンソーシアム 
（農林水産省HP）

農福連携の取組事例
（農林水産省HP）

農福連携に関する 
支援制度 

（農林水産省HP）

○「農福連携等推進ビジョン（2024改訂版）」（令和６年６月５日農福連携等推進会議決定）に基づき、「地域で広げる」「未
来に広げる」「絆を広げる」を新たなスローガンに、「農福連携等を通じた地域共生社会の実現」を目指して、法務省、
文部科学省、厚生労働省、農林水産省が連携した施策を推進。

詳
し
く
は

こ
ち
ら
↓

農福連携等を通じた地域共生社会の実現

●�地域協議会や伴走型コーディネーターの活動を通じて、地域単
位の推進体制づくりを後押し
●�生産施設等の整備やスマート農業技術等の活用
●�地域での多様な連携やノウフク商品のブランド化
●�現場で農業と福祉をつなぐ専門人材の育成

●�農業の担い手や農業高校の生徒等への普及
●�特別支援学校の実技・実習要望に対する農業者による協力・支援
●�ノウフクの日（11月29日）等による企業・消費者も巻き込ん
だ国民的運動の展開

●社会的に支援が必要な人たちの農業での就労
●�世代や障害の有無を超えた多様な者の交流・参画の場としての�
ユニバーサル農園の拡大
●林福・水福連携の推進

農福連携等推進ビジョン（2024改訂版）の概要 ●地域協議会の体制イメージ
都道府県振興局、市町村、農業・福祉関係者、�
教育機関等が参画

●地域協議会で想定される取組
・�農業と福祉のネットワークづくり� �
（交流会、体験会等）

・�地域内の農福連携のルールづくり� �
（作業単価の設定等）

・マッチングや農業実習の受入れ

・事業者間で共同した販路開拓　等

●ユニバーサル農園とは
世代や障害の有無を超えた多様な者の交
流・参画、健康増進、生きがいづくり、
職業訓練、立ち直りなど、農業体験活動
を通じて多様な社会的課題の解決につな
がる場

KPI 2030年度までに、４省庁が連携して、農福連携等の取組主体数を12,000件以上、地域協議会に参加する市町村数を200以上とする

恵庭市農福連携ネットワーク（北海道）

大隅半島ノウフクコンソーシアム
（鹿児島県）

NPO法人土と風の舎
こえどファーム（埼玉県）

地
域
で
広
げ
る	

未
来
に
広
げ
る	

絆
を
広
げ
る
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国
の
動
き

令
和
７
年
度
「
現
代
の
名
工
」
を
発
表

厚生
労働省

　

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
の
卓

越
し
た
技
能
者
（
通
称
「
現
代
の
名
工
」）
に
つ
い
て

表
彰
対
象
者
１
４
２
人
を
発
表
し
た
。
こ
の
う
ち
障
害

が
あ
る
技
能
者
部
門
で
は
、
歯
科
技
工
士
の
三み

津つ

橋は
し

幸ゆ
き

勇お

さ
ん
（
62
歳
、
北
海
道
、
和
田
精
密
歯
研
株
式
会
社
）

と
コ
ー
ヒ
ー
豆
焙
煎
工
の
橋は

し

本も
と

和か
ず

也や

さ
ん
（
45
歳
、
兵

庫
県
、
カ
フ
ェ 

ラ
ヴ
ニ
ー
ル
）
の
２
人
が
選
出
さ
れ
た
。

　

聴
覚
障
害
の
あ
る
三
津
橋
さ
ん
は
、
筆
談
や
視
覚
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
工
夫
し
、
前ぜ

ん

装そ
う

冠か
ん

製
作
に

お
い
て
顔が

ん

貌ぼ
う

に
調
和
す
る
形
態
調
整
や
色
調
再
現
に
卓

越
し
た
技
術
を
有
す
る
。
２
０
２
０
年
の
第
40
回
全
国

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
歯
科
技
工
種
目
で
金
賞
を
受
賞
。

技
工
所
な
ど
で
の
経
験
を
活
か
し
、
自
然
な
色
調
再
現

や
咬
合
を
考
慮
し
た
補ほ

綴て
つ

物ぶ
つ

の
製
作
に
よ
り
、
機
能
性

と
審
美
性
を
両
立
し
、
患
者
ご
と
の
細
か
な
要
望
に
応

え
る
技
術
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
ま
た
臨
床
を
通
じ
、

技
術
を
若
手
技
工
士
に
伝
承
し
て
い
る
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
特
性
で
あ
る
鋭
敏
な
五

感
の
う
ち
、
特
に
聴
覚
を
駆
使
し
た
コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
技

能
を
有
す
る
。
焙
煎
機
内
で
豆
が
回
転
す
る
音
や
焙
煎

終
盤
に
豆
が
は
じ
け
る
音
の
長
短
や
高
低
か
ら
、
火
の

通
り
や
水
分
の
抜
け
具
合
を
判
断
し
、
生
豆
の
特
性
に

応
じ
た
最
適
な
焙
煎
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
学
校
教
育

現
場
を
中
心
に
後
進
の
育
成
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。

https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/new

page_65373.htm
l

地
方
の
動
き

令
和
７
年
度「
塙は

な
わ

保ほ

己き

一い
ち

賞
」受
賞
者
を
発
表

埼玉

　

埼
玉
県
は
、
顕
著
な
活
躍
を
し
て
い
る
障
害
の
あ
る

人
や
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
る
人
・
団

弁
連
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
日
弁

連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、「
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
関

す
る
Ｑ
＆
Ａ
集
」
や
、
全
国
各
地
の
高
齢
者
・
障
害
者

に
関
す
る
法
律
相
談
窓
口
も
掲
載
し
て
い
る
。

https://w
w

w
.nichibenren.or.jp/legal_advice/

search/other/guardian.htm
l

全
交
番
で
「
手
話
リ
ン
ク
」
運
用

神奈川

　

神
奈
川
県
警
は
、
県
内
す
べ
て
の
交
番
や
駐
在
所
で
、

手
話
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
介
し
て
警
察
署
員
と
会
話

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
「
手
話
リ
ン
ク
」
の
運
用
を
２
０

２
５
（
令
和
７
）
年
11
月
か
ら
始
め
た
。
警
察
庁
が
全

国
の
都
道
府
県
警
に
導
入
を
求
め
る
通
達
を
出
し
て
お

り
、
神
奈
川
県
警
が
全
国
に
先
駆
け
る
形
と
な
っ
た
。

　
「
手
話
リ
ン
ク
」
は
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
人
が
交
番

な
ど
を
訪
れ
た
際
に
勤
務
員
が
不
在
の
場
合
、
現
場
に

掲
示
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
読
み
込
む
こ
と
で
、
手
話
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
通
じ
、
管
轄
警
察
署
の
職
員
と
会
話
す
る
こ
と
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
。
事
前
登
録
や
通
話
料
は
不
要
。
サ
ー

ビ
ス
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
財
団
電
話
リ
レ
ー
サ
ー

ビ
ス
（
東
京
都
）
が
提
供
し
て
い
る
。

https://w
w

w
.police.pref.kanagaw

a.jp/kurashi/
koban_chuzai/m

esg0030.htm
l

本
紹
介

『
特
別
支
援
教
育
×
情
報
活
用
能
力  

知
的
障
害
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ  

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
展
開
』

　

富
山
大
学
教
育
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
の
教
員
ら

が
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
情
報
活
用
能
力
を
育
て

る
た
め
の
教
育
実
践
を
ま
と
め
た『
特
別
支
援
教
育
×

情
報
活
用
能
力　

知
的
障
害
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ　

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
の
展
開
』（
ジ
ア
ー
ス
教
育
新
社
刊
）が
出
版
さ
れ
た
。

島
根
県
立
大
学
の
水み

ず

内う
ち

豊と
よ

和か
ず

准
教
授
、
山
口
県
立
大
学

体
を
表
彰
す
る
、「
第
19
回
（
令
和
７
年
度
）
塙
保
己

一
賞
」
の
受
賞
者
３
人
を
発
表
し
た
。
塙
保
己
一
は
、

江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
全
盲
の
学
者
で
、
現
在
の
本ほ

ん

庄じ
ょ
う

市し

出
身
。

　

大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
文
化
人
類
学
研
究
者
で
視

覚
障
害
１
級
の
広ひ

ろ

瀬せ

浩こ
う

二じ

郎ろ
う

さ
ん
（
58
歳
）。
国
立
民

族
学
博
物
館
の
人
類
基
礎
理
論
研
究
部
教
授
と
し
て
日

本
の
宗
教
史
や
民
俗
学
、
障
害
者
文
化
論
を
研
究
。
博

物
館
で
さ
ま
ざ
ま
な
模
型
・
実
物
資
料
に
触
れ
る
体
験

「
触
文
化
」
提
唱
の
第
一
人
者
と
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
る
。
２
０
２

３
（
令
和
５
）
年
に
は
文
化
庁
長
官
表
彰
受
賞
。

　

奨
励
賞
に
は
視
覚
障
害
２
級
で
網
膜
色
素
変
性
症
の

森も
り

仁ひ
と

志し

さ
ん
（
35
歳
）
が
選
出
さ
れ
た
。
ふ
だ
ん
は
薬

剤
師
と
し
て
働
き
、白
杖
を
持
つ
ブ
レ
イ
キ
ン
ダ
ン
サ
ー

と
し
て
も
活
躍
。
学
校
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
ダ
ン

ス
の
魅
力
を
伝
え
、
障
害
へ
の
理
解
を
進
め
て
い
る
。

　

貢
献
賞
に
選
ば
れ
た
加か

藤と
う

俊と
し

和か
ず

さ
ん
（
80
歳
）
は
、

高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
、
そ

の
後
は
盲
学
校
の
生
徒
向
け
に
点
字
楽
譜
レ
イ
ア
ウ
ト

を
考
案
し
た
ほ
か
、「
内
方
線
付
ホ
ー
ム
端
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
」
を
考
案
し
て
歩
行
環
境
整
備
に
取
り
組
む
な
ど
、

多
方
面
で
視
覚
障
害
者
を
支
援
し
て
き
た
。
２
０
２
３

年
に
第
31
回
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
・
サ
リ
バ
ン
賞
受
賞
。

https://w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/a0604/hanaw
a/

生
活
情
報

「
日
弁
連
の
障
害
年
金
に
関
す
る
取
組
」 

動
画
公
開

全国

　

日
本
弁
護
士
連
合
会
（
日
弁
連
）（
東
京
都
）
は
、

日
弁
連
の
障
害
年
金
に
関
す
る
取
組
み
を
紹
介
す
る
動

画
（
手
話
通
訳
あ
り
）
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開
し
た
。

障
害
年
金
が
受
け
取
れ
る
条
件
な
ど
に
つ
い
て
ク
イ
ズ

形
式
で
解
説
し
、
障
害
年
金
の
基
礎
知
識
を
は
じ
め
、

弁
護
士
が
障
害
年
金
の
分
野
で
果
た
せ
る
役
割
や
、
日
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ご案内

の
山や

ま

﨑ざ
き

智と
も

仁ひ
と

講
師
に
よ
る
編
著
で
、
同
校
の
小こ

林ば
や
し

真ま
こ
と

校
長
が
監
修
し
た
。

　

本
書
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
「
情
報
活
用
能
力
」
の
と
ら
え
方
を
学
習

指
導
要
領
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
説
明
し
、
授
業
を
通
し
た
実
践
内
容
を
紹
介
。
小
学
部
か

ら
高
等
部
ま
で
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」、「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
に
つ
い
て
、
各
教
科
や
日
常
生
活
の
指
導
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
、
使
用
し
た
ツ
ー
ル
も
含
め
て
具
体
的
に
解
説
。
特
別
支

援
教
育
に
お
け
る
授
業
の
ほ
か
、
一
般
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
も
役
立
つ
ヒ
ン
ト
を

紹
介
し
て
い
る
。
Ｂ
５
判
１
２
８
ペ
ー
ジ
、
２
４
２
０
円
（
税
込
）。

デジタルブックデジタルブックでいつでもお読みいただけます！でいつでもお読みいただけます！
障害者雇用の月刊誌障害者雇用の月刊誌「働く広場」「働く広場」がが

読みたいページに
すぐ飛べる！

自由に拡大
できて便利!

※2021（令和３）年4月号〜最新号まで掲載しています
ＪＥＥＤ　働く広場 検索

　本誌はJEEDホームページで、

デジタルブックとしても公開しており、
いつでも無料でお読みいただけます。

　また、最新号は毎月５日ごろにJEEDホーム

ページに掲載されます。掲載をお知らせする

メール配信サービスもございますので
あわせてご利用ください。

https://www.jeed.go.jp/disability/
data/works/index.html

『「
心
の
病
」
が
み
え
る
脳
科
学
講
義
～
精
神
疾
患
・
発
達
障
害
を
持
つ
人
の
頭
の
中

で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
』

　

順
天
堂
大
学
医
学
部
教
授
で
精
神
科
医
の
加か

藤と
う

忠た
だ

史ふ
み

さ
ん
が
、『「
心
の
病
」
が
み
え
る

脳
科
学
講
義
～
精
神
疾
患
・
発
達
障
害
を
持
つ
人
の
頭
の
中
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
』（
翔

泳
社
刊
）
を
出
版
し
た
。
脳
科
学
的
な
視
点
か
ら
、
複
雑
な
脳
の
仕
組
み
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
、
発
達
障
害
や
う
つ
病
、
双
極
症
な
ど
の
最
新
研
究
や
、
最
前
線
の
診
断
・
治

療
に
つ
い
て
紹
介
。
研
究
現
場
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
精
神
科
の
診
断
、
薬
の
歴
史
に
ま
つ

わ
る
話
も
交
え
な
が
ら
、
精
神
疾
患
研
究
の
現
在
地
を
解
説
す
る
。
四
六
判
４
１
２
ペ
ー

ジ
、
２
６
４
０
円
（
税
込
）。

地方アビリンピック 検索

※�2025年10月17日（金）〜10月19日（日）に、愛知県で開催された
第45回全国アビリンピックについて、今号で特集しています。ぜひご
覧ください。

※日程や会場については、変更となる場合があります。

東京都、京都府、香川県
＊�開催地によっては、開催日や種目ごとに
会場が異なります

＊　　は開催終了

2026年1月末～2月

2025年度地方アビリンピック
開催予定

アビリンピック
マスコットキャラクター

香川

東京

京都

働く広場  2026.229
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2月号

●
私
の
ひ
と
こ
と

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
教
授
の
岡
田
ま
り
さ
ん

に
、「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
視
点
か
ら
、
障
害
者

支
援
に
か
か
わ
る
福
祉
専
門
職
の
養
成
や
、
そ
れ
に
と

も
な
う
障
害
者
の
就
労
支
援
な
ど
へ
の
展
開
に
つ
い
て
、

ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。

●
職
場
ル
ポ

西
日
本
鉄
道
株
式
会
社
（
福
岡
県
）
の
特
例
子
会
社

で
、
に
し
て
つ
グ
ル
ー
プ
の
福
利
厚
生
関
連
の
事
務
や

印
刷
、
情
報
処
理
な
ど
の
業
務
を
行
う
西
鉄
ウ
ィ
ル
ア

ク
ト
株
式
会
社
（
福
岡
県
）
を
取
材
。
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
就

労
支
援
機
器
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
連
携
し
、
就
労
支
援
機

器
を
活
用
し
て
職
場
定
着
を
図
っ
た
事
例
な
ど
を
お
伝

え
し
ま
す
。

●
グ
ラ
ビ
ア

自
動
車
シ
ー
ト
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
の
成
形
品
を
中
心

に
各
種
の
ウ
レ
タ
ン
と
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
品
の
開
発
・

生
産
を
行
っ
て
い
る
東
名
化
成
株
式
会
社
（
愛
知
県
）

を
訪
問
。
定
着
率
が
高
い
職
場
で
、
障
害
の
あ
る
従
業

員
が
活
き
活
き
と
働
い
て
い
る
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
特
別
企
画 

座
談
会
第
２
部

特
別
企
画
と
し
て
、
企
業
で
働
く
障
害
の
あ
る
人
と
、

企
業
の
担
当
者
の
座
談
会
を
実
施
。
次
号
の
第
２
部
で

は
、
雇
用
者
の
立
場
か
ら
、
障
害
者
雇
用
の
き
っ
か
け

や
必
要
な
配
慮
、
人
材
育
成
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営

の
実
践
な
ど
に
つ
い
て
、
語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

公式X（旧Twitter）
� はこちら！

最新号発行のお知らせや
コーナー紹介などをお届
けします。

＠JEED_hiroba

登 録 受 付 中 ！
　独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）では、JEEDが全国で実施する高齢
者や障害者の雇用支援、従業員の人材育成（職業能力開発）などの情報を、毎月月末に配信し
ています。

みなさまの「どうする？」に応える
ヒントが見つかります！

定年の延長や廃止・再雇用高 齢

障害のある従業員の
新規・継続雇用障 害

雇用管理や人材育成の「いま」・「これから」を� �
考える人事労務担当者のみなさま、必読！

ものづくり技能開発・向上の手段求 職

JEEDメールマガジン

※カメラで読み取ったリンク先が
　�https://www.jeed.go.jp/
general/merumaga/index.html

　�であることをご確認のうえアクセスして
ください。

ＪＥＥＤ  メルマガ

掲示板

読者アンケートにご協力をお願いします！
� 回答はこちらから→※カメラで読み取ったリンク先が「https://krs .bz/jeed/m/hiroba_enquete」であることをご確認ください。
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「パソコン組立」

「コンピュータプログラミング」

「DTP」

「歯科技工」

「家具」

「パソコンデータ入力」

「義肢」

「建築CAD」



競技終了後、競技ごとに講評が行われた特設ステージで行われたイベントでの一コマ

デモンストレーション「RPA」

「オフィスアシスタント」「パソコン操作」

「ワード・プロセッサ」「機械CAD」

デモンストレーション「ドローン操作」「障害者ワークフェア2025」



思い思いのポーズで入賞の喜びを表現する
「ワード・プロセッサ」入賞者のみなさん

アビリンピックマスコットキャラクターの「アビリス」と
「ビルクリーニング」入賞者のみなさん

金メダリストらが集合し、記念撮影。よろこびの笑顔があふれる

輪島忍JEED理事長（大会会長）による挨拶駐日フィンランド大使館から選手たちを激励する
ビデオメッセージも披露された

金賞受賞者に金メダルをかける大会名誉会長の大村秀章愛知県知事お互いの健闘を称えあう「歯科技工」入賞者のみなさん

蒔苗浩司厚生労働大臣官房審議官の来賓挨拶

第45回全国アビリンピック　閉会式



派遣選手を
選考中です♪

第46回全国障害者技能競技大会第46回全国障害者技能競技大会（アビリンピック）（アビリンピック）
障害者ワークフェア 2026
～働く障害者を応援する仲間の集い～

2026 年 12 月 5 日 土
（12/4 金 ▶12/6 日）  
愛知県国際展示場

Aichi Sky Expo
（愛知県常滑市セントレア 5－10－1）

アビリンピック
マスコットキャラクター

#アビリンピック

X、Instagram、YouTube でも
関連情報を掲載しています！

最新情報は
こちらから！

２
月
号　
令
和
８
年
１
月
25
日
発
行　
通
巻
580
号
（
毎
月
１
回
25
日
発
行
）
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